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W　静岡県の植生単位　Veget腕tio期einheiten　i簸der　Prafek加r

　　　　　　　　　　　　　　Shizuoka

　静岡県は，太平洋に諭している海岸線から富士山頂にいたるまで，高度差が3，000m以上ある。

植生域としても，静閥県はヤブツバキクラス域，ブナクラス域，コケモモートウヒクラス域，コ

マクサーイワツメクサクラス域の4大植生域に及んでいる。静岡県における原植生，潜在自然植

生は森林植生，草本植生，常緑植生，夏緑植生などの異いがあっても，ほぼ県土の全域を占めて

おり，無植生域は富士山頂付近，たえず流水によって洗い流されている河辺，海岸最：前線などき

わめて小面積にとどまっていた。しかし現在では，都市部を中心に植生に被われていない場所が

広がっているが，都市内においても路傍，空地などに雑草群落や各種樹木の植栽（並木，生垣な

ど）など二二が小さく貧化した植生ながら，数多くの植生の生育をみることができる。これら自

然三生から代償植生まで，面として広がりをもつ植生から路上などきわめて小面積にとどまって

いる植生まで，群集単位で記載できるものから，植林，生垣，並木，単木的植栽まで同質の景観

を構成する植生情報として，植生学的方法により収集され，総合群集の概念により景観区分が行

なわれたのが，今回の生態立地図である。

　総和群集による生態立地図の作成の基礎となったのが具体的に静岡県下に生育している植物群

落である。静岡県下に生育している植生単位については，鈴木時夫（1949，！950），文化庁（1971），

宮脇他（1971，72，77），奥富。松崎（！974），環境庁（1979），近田（！981）などの報告が出さ

れている。既発表資料に加え，現在までの現地調査により新たに植生調査資料晶出ミ得られた点も

含めて三二的考察が得なわれた結果，静岡県下に生育している主な植生単位は以下のようにまと

められる。ただし，断片的二分，群落単位の明確でない植生に関しては，優占種を中心に群落名

がっけられている。

A，自然植生　NatUrliche　Vegetation

a．コマクサーイワツメクサクラス域（高山帯）

　Dicentro－SteIlarietea　RipPo蕪icae・Gebiet（AlpineS毛ufe）

　　（inkLVaccinio・Piceetea　japo蕪icae　p．P．）

　　1．　：⊇マクサーイワツメクサクラス

　　　　Dientfo－S重e11ar圭etea　n圭pponicae　Ohba1969

α）相観：高山崩壊砂礫地草本植物群落，高山荒原周回河地草本植物群落。

（2）群落形態：高山帯の崩壊性の強い斜面に発達する草本植物群落で，植物の高さが10cm以下

　で，植被率が低い。出現種数も1～数種と少ない。継かな立地条件の差異に応じて，優占種，
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　種組成の変動がみられる。

（3）群落区分：オンタデ，イワツメクサ，タカネツメクサ，コマクサ，タカネスミレ，ミャマミ

　ミナグサ，ミヤマトウキなどの生育によって標微，区：分される。

（4）立地条件：海抜2，600m以上，高山帯山頂部から山稜斜面にかけての風衝砂礫地は，強雨，

　強い日射，土壌の凍結，風衝と高山特有のきびしい環境条件となっており，周：氷河地を特徴づ

　けている構造土が発達している。このような立地に，先1駆的に生育しているのがコマクサーイ

　ワツメクサクラスである。

（5）群落分布：現存植生の広がりがほぼ潜在自然植生と一致している。赤石岳，荒川岳を主峰とす

　る赤石山系にはタカネビランジーミヤマミミナグサ群集Melandrio－Cerastietum

　schizopetali，コマクサータカネスミレ群集Dicentro－VioletuIn　c「assae，富

　士山にはフシハタザオーオンタデ群集（別項参照），イワスゲーイワツメクサ群落が分布して

　いる。．静岡県全体としては小面積であるが，高山帯の植生としては代表的である。

（6）群落動態：風衝，霊の移動，融雪水による侵蝕などの自然環境要因や踏圧など人為的影響に

　よる裸地化がみられる。

⑦　植物社会学的．位置

　　　コマクサーイワツメクサクラス　Dicentro－Stellarietea　nipponicaeOhba

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1969

　　　　コバノツメクサオーダーMinuartietalia　vemae担ponicaeOhba！968

　　　　　イワツメクサ群団　Stellarion　nippon1caeOhba1969

　　　　　タカネスミレーヒメイワタデ群団　Violo－Polygonion　alanensis　Ohba

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！969

（8）群落特性：コマクサーイワツメクサクラスは，生育地，生育面積ともに限られており，高由

　植生として，また学術的にも貴重なものである。

　　2．　ヒゲハリスゲーオヤマノエンドウ群集

　　　　Kobresio－Oxyもropidetum毒apoRicaeOhba1967exShimizu1969
（1）才巨観：高山風衝草原。

（2）群落形態：乾燥に対して抵抗の強いイネ科やカヤツリグサ科の草本植物が繁茂している草本

　植物群落である。オヤマノエンドウ，タカネツメクサ，ミヤマシナガマ，チシマギキョウ，オ

　ノエスゲ，ミヤマノガリヤス，チシマアマナ，チョウノスケソウ，トウヤクリンドウ，ヒゲハ

　リスゲ，ミヤマキンバイ，ムカゴトラノオなどの常在度が高い。植生の高さは20cm前後で，

　植被率は70～80％と高い。

（3）群落区分：シラネヒゴタイ，コバノコゴメグサ，クチバシシオガマ，キタダケカニツリなど

　によって標徴，区：分される。
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（4）立地条件：高山帯の風衝地でも，コメバツガザクラーミネズオウ群集が生育できない風衝作

　用の特に強い立地で，表層の砂礫の移動が多い立地。

（5＞群落分布：赤石山系の高山帯には一般的にみられる植生である。飛騨山脈（北アルプス），

　木瞥山脈（中央アルプス），八ケ岳など中部山岳地帯の高山風衝地にも多くみられる。

（6）群落動態：極端できびしい立地条件下に生育しており，自然環境要因，人為的影響によって

　容易に裸地化，土砂の流出を生じる。

（7）植物社会学的位置

　　　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス　Cadci　rupestris－Kobresietea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　bellardii　Ohba　1974

　　　　オノエスゲオーダー　Caricetalia　tenuiformisOhba1968

　　　　　オヤマノエンドウ群団　Oxytropidion　laponicaeOhba1967

（8）群落特性：高山帯の風衝地であるため，生育期間が短く，乾燥しやすい貧養立地であるため，

　登山者の踏圧などによる裸地化が容易に生じる。

　　3．　アオノツガザクラ群団

　　　　Phyllodocion　aleuticaeOhba1967

（1）相観：雪田媛生低木林。

（2）群落形態：コケモモーハイマツ群集の広がる高山帯でも，融雪が遅い凹状地には，アオノツ

　ガザクラ，チングルマ，レンゲイワヤナギなど木本植物と，ムカゴトラノオ，バクサンイチゲ，

　タカネヤハズハハコなど草本植物との混生している，いわゆる雪田植生が発達している。この

　植生がタカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集，レンゲイワヤナギ群集などアオノツガザ

　クラ群団にまとめられる。

（3）群落区分：タカネヤハズハハコを群集標徴種とするのがタカネヤハズハハコーアオノツガザ

　クラ群集であり，レンゲイワヤナギを群集標微種とするのがレンゲイワヤナギ群集である。い

　ずれの群集も，アオノツガザクラ，チングルマ，イワカガミ，コガネギク，ガンコウランやク

　ロユリ，ミツバオオレン，ショウジョウバカマなどを構成種としており，アオノツガザクラ群

　団にまとめられている。

（4）立地条件：北海道から本州のE体海側の亜高山帯以上は多貴の積雪がみられ，融雪が遅れる

　立地に多くの雪田植生が発達している。一方，本州の太平洋側の亜高山帯以上は積雪量が少な

　く，アオノツガザクラ群団にまとめられる。雪田植生は，県下では赤石山系にわずかにみられ

　るにとどまっている。

㈲　群落分布：赤石山系の雪田植生は，出現種数も少なくきわめて局所的，断片的である。タカ

　ネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集は本州中部から爽北地方の山岳地帯に分布し，レンゲ

　イワヤナギ群集は赤石山系特有の群集である。富士山には，群落単位が規定されている雪田植
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　生が報告されていない。また，雪田植生でも流水辺，湖沼辺に発達するイワイチ。ウ群団の植

　生として赤石山系にはミヤマイ群集Juncetum　beringensis　Miyawaki，　Ohbaet

　Okuda　1966も局所的に生育している。

（6）群落動態：盛夏の短い日数に限られて生育期間が少なく，引回低木類と多年生草本植物を主

　な構成種とするアオノツガザクラ群団は，乾燥しやすい立地ではツツジ科の木本植物の占める

　割合が高くなる。

（7）植物社会学的位置

　　　アオノツガザクラージムカデクラス　Phyllodoco－Harimanelletea　KaapP

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！954

　　　　ジムカデオーダー　HarimanelletaliaKaapp1954

（8）群落特性：融雪後の短期聞に構成種の生長，開花，結実が集中する。その時期は，登山客の

　多くおとずれる季節と重り，人々の思を楽しませてくれる。分布域に特徴のある多くの構成種

　からなるアオノツガザクラ群団は，学術上貴重な植生とされている。

　　4．　コメバツガザクラーミネズオウ群集

　　　　Arcterico・Loiseleurieもum　procumbenもis　OhbaexSuz．一Tok．1964

（1）相観：高山風衝鱗生低木林。

（2）群落形態：群落の高さが10cm以下で，常緑性のコメバツガザクラ，ミネズオウ，イワウメ，

　夏緑性のヒメクロマメノキ，ウラシマツツジなどツツジ科を中心とする燐生低木がカーペット

　状に繁茂している高山綾生低木林。ハナゴケ属，ムシゴケ属，エイランタイ属など蘇苔地衣類

　を伴って，ウラシマツツジ，クロマメノキ，イワカガミ，イワウメ，ミヤマウシノケグサ，ガ

　ンコウランなどが高野度で生育している。娼現丁数は10種前後を数える。

（3）群落区分：ウラシマツツジ，コメバツガザクラ，ミネズオウにより群集が標徴，区分される。

（4）立地条件：高山の風野地，とくに融雪後に乾燥しやすい立地。崩壊地，構造土が形成されて

　いる立地ではより安定した条件下に限って帯状，斑紋状の広がりをみせる。

（5）群落分布：赤石誘，聖岳，荒川岳，小河内岳などの海抜2，600mをこえる高しLI帯に分布している。

（6）群落動態：踏圧などにより裸地化しやすい。

（7）植物社会学的位置

　　　エイランタイーミネズオウクラス　Cetrario－Loiseleurietea　Suz．一Tok．　et

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Umezu　1964

　　　　コメバツガザクラオーダー　ArcterietliaSuz．一Tok．etUmezu！964

　　　　　コメバツガザクラ群団　ArcterionSuz．・Tok，！964

（8）群落特性：コケモモーハイマツ群集のマント群落であり，また雪田植生の辺縁部にもまとま

　つた広がりをみせている。
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　　5．　コケモモーハイマツ群集

　　　　Vaccinio・Pineもum　pumilaeMaedaetShimazaki1951

（1）相観：高山針葉樹の低木林。

（2）群落形態：海抜2，600m前後を境として下部にシラビソーナオシラビソ群集にまとめられる

　高木林が発達し，2，600m以上ではハイマツー種からなる低木林，すなわちコケモモーハイマ

　ツ群集が成立している。

（3）群落区分：低木層に優旧して生育しているハイマツによって標徴される。

（4）立地条件：海抜2，600m以上の高山帯で最：も広い面積を占めている。

（5）群落分布：海抜2，600mより高海抜の高山に生育している。静岡県下では，赤石岳，荒川岳，

　千枚岳，小河内岳，肇岳などの森林限界以高の大部分を占めている。光岱はハイマツ林（コケ

　モモーハイマツ群集）の分布爾限にあたる。富士山には分布していない。

（6）群落動態：風衝性が強い立地では群落高が50cm以下の短i生化がみられる。登山者などの踏

　圧により裸地化しているところも少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　コケモモートウヒクラス　Vaccinio－PiceeteaBr．一BL1939

　　　　コケモモーハイマツオーダー　Vaccinio－Pinetalia　pulnUaeSuz．一Tok。！964

　　　　コケモモーハイマツ群団　Vaccinio－Pinion　pumilae　Suz．一Tok．！964

（8）群落特性：生育期i≡1・霧（活動期閲）も3ケ月以下と限られており，1年問の生長：量は少ない。

　一度破壊された後，コケモモ～ハイマツ群集の復元には多くの年月を必要とする。

b．諏ケモモートウヒクラス域（亜高山帯）

　Vaccinio・Pinee毛ea　3aponicae・Gebiet（Subalpi皿eStufe）

　　6．　シラビソーオオシラビソ群集

　　　　Abietetum　veitchio－mariesiiMaeda1958

（1）相観：亜高山針葉樹の高木林。

（2）群落形態：シラビソーオオシラビソ群集は，海抜1，600～2，600mの亜高山帯を代表する森林

　植生である。群落の高さは，発達した林分には20mをこえ，高木第1層，高木第2層，低木暦，

　草本層および蘇苔地衣層の5層構造を形成している。低木層以上の構成種はシラビソ，トウヒ，

　コメツガ，オオシうどソの針葉樹を中心に，ネコシデ，ダケカンバなどを混生している林分が

　多い。

（3）群落区分：シラビソ，オオシラビソ，ネコシデを群集標徴種および区分種とする。他にトウ

　ヒ，コケモモ，コミヤマカタバミ，ゴゼンタチバナ，コガネイチゴ，ヒメタケシマラン，コフ

　タバラン，オオバスノキ，ミツバオウレン，コイチヤクソウ，イチョウランなど上級単位の種

　の常在度が高い。
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（4）立地条件：亜高山帯の適性立地を中心に広がっている。乾生立地ではコメツガの優占するこ

　とが多く，ミヤマンダレーコメツガ群落として区分されることも多い。

（5）群落分布：赤石山系，富士山南斜面の亜高山帯を優占している森林植生である。中部山岳地

　帯には広く分布しており，北臼本ではシラビソを欠くオオシラビソ群集，近畿地方以西ではオ

　オシラビンを欠くシラビソ群集が区：分される。

⑥　群落動態：亜高山帯においてシラビソーオオシラビソ群集の生育範囲は広い。乾生あるいは

　心慮立地ではコメツガ，タカネノガリヤス，コヨウラクツツジが特徴的に生育し，湿潤で富栄

　養な立地にはカニコウモリ，ゴヨウイチゴ，キソチドリ，シラネワラビ，オサバグサなどが草

　歯並に繁茂する。

（7）植物社会学的位置

　　　コケモモートウヒクラス　Vaccinio－PiceeteaBr．一BL1939

　　　　シラビソートウヒオーダー　Abieti－PiceeねliaM量yawakietal．1968

　　　　　シラビソートウヒ群団　Abieti－PiceionMiyawakieta1．1968

（8）群落特性：亜高山帯以上に生育している植生は，気候条件，立地条件などからみて極端でき

　びしい環境条件下におかれており，一度破壊されたあとの復元に多くの日特を要する。とくに，

　コケモモーハイマツ群集，シラビソ一目オシラビン群集など森林植生についていえる。

　　7．　ミヤマハンノキーダケカンバ群集

　　　　A韮no・Betu蓋etmn　eHnaniiOhba1967

（1）相観：亜高山夏緑広葉低木林。

（2）群落形態：シラビソーオオシラビソ群集にまとめられる亜高山針葉樹林の広がる亜高1！滞で

　も，なだれの影響を強く受ける傾斜地や谷間に発達するダケカンバ林である。高さ10m以下の

　亜高木層にはダケカンバ，ミネザクラ，ミヤマハンノキが繁茂しており，高さ1～3mの低木

　層には，タカネノガリヤス，オオヒョウタンボク，クロツリパナなどが限られた被度で生育し

　ている。草本層に．はエゾメシダ，コガネギク，タカネノガリヤス，モミジカラマツなど多くの

　草本植物がカーペット状に被っている。

（3）群落区分：ミネザクラ，ダケカンバ，ミヤマハンノキ，八五ヒョウタンボクなど夏緑広葉樹

　の生育によって標示，薮分される。

（4）立地条件：海抜1，600mをこえる亜高山帯でも，南～南東斜面を中心とする崩壊性の強い立

　地に生育している。

（5）群落分布：赤石山系および富士山におけるダケカンバ林は，B本海側の多雪地と比較して，

　水分条件にめぐまれないため，あまり発達していない。Ohba　1973は赤石山系のダケカンバ林

　をタカネノガリヤスーダケカンバ群集として報告しており，宮脇他1971は富士山のスコリア上

　に生育しているダケカンバ林をヤハズヒゴタイーダケカンバ群集として報告している。
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（6）群落動態：ミヤマハンノキーダケカンバ群集は，崩壊性の強い立地に成立しており，年次に

　よる降水量の増減に応じた群落動態がみられる。すなわち，なだれなどでダケカンバ，ミヤマ

　ハンノキ，ナナカマドなど木本植物が枯れるとシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団にまと

　められる亜高山高茎広葉草原の生育地となる。

⑦　植物社会学的位置

　　　ダケカンバーーミヤマキンポウゲクラス　Betulo　ermanii－Ranunculetea　acris

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　japoniciOhba　！968

　　　　オオ’パタケシマランーミヤマハンノキォーダー　Streptopo－Ahetalia　maxi－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mowiczii　Ohba！973

　　　　　ミドリユキザサーダケカンバ群団　Smilacino　yesoensis・Betulion　er－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　manii　Ohba1973

⑧　群落特性：！0mをこえる高木林として発達するミヤマハンノキーダヶカンバ群集は，立地的

　に不安定であるため，生育している木：本植物の多くがわん曲した樹幹をなし，低木層が貧弱で，

　草本層が繁茂している。

　　8．　シナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団

　　　　Trollio－RanuncuhoR　acrisまapo且ici　Ohba1969

（1）相観：亜高山広葉草原。

（2＞群落形態：一般的にミお花畑こといわれる草原である。植生の高さが1m前後で，やわらか

　い広葉の草本植物が植被率100％近く密生している。盛夏には，ミヤマシシウド，シラネセン

　キュウなどセリ科好物を始め，ゴマノバグサ科，キク科の植物がさまざまな色，形の花を咲か

　せ，ミヤマメシダ，オオバショリマ，カラクサイノデなどシダ植物，ヒデノガリヤス，タカネ

　ノガリヤスなどノガリヤス属の植物も繁茂し，訪れる人々の目を楽しませてくれる。

（3）群落区分：赤石山系固有の群集として，センジョウアザミを区分種とするセンショウアザミ

　ーミヤマシシウド群集Cirsio　senloeロsis－Angehcetum　pubescentis鴨a－

　tsum鷲rae　Ohba1973，イワオウギータイツリオウギ群集Redysaro－Astragale－

　tum　membra簸acai　AsanoetSuz．一Tok　l967，が報告しされている。ミナノキンバイ『

　ミヤマキンポウゲ群団は，バイケイソウ，タカネスイバ，ミヤマメシダ，エゾシオガマ，バク

　サンフウロ，ミヤマセンキュウなどにより標徴，区分されている。

（4）立地条件：海抜！，500m以上の亜高山帯でも比較的湿潤な崩壊斜面や崖錐地に発達している。

（5）群落分布：積雪量の少ない赤石山系では，生育面積が少ない。

⑥　群落動態：雪崩の影響などが減少するにしたがって，ミヤマハンノキ，ウラジニナナカマド，

　ダケカンバ，タカネザクラなどの木本植物が侵入する。
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（7）植物社会学的位置

　　　ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス　Betulo　ermanii－Ranu捻culetea　ac－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ris　laponici　Ohba　1968

　　　　シナノキンバイーミヤマキンポウゲオーダー　Trollio－Ranunculetalia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　acris　japonici　Ohba　1973

（8）群落特性：亜高山帯でも最も崩壊性の強い立地に生育している田本植物であり，自然環境の

　わずかな変化，人間活動の影響によって裸地化，さらには土地の崩壊を生じる立地となってい

　る。登山道などの設置はできるだけさけられるべきである。

　　9．　チョウジコメツツジ群集

　　　　Rho〔lodendretu漁　tscho証oskii毛eもramer10hba1973

（1）相観：岩上，岩礫地繧生低木林。

（2）群落形態：高さ10～20cmのチョウジコメツツジ三生低木林である。ヒメイワカガミ，コケ

　モモ，タカネニガナなどを混生し，繊現種i数は10種以下の植分が多い。

（3）群落区分：チョジコメツツジとヒメイワカガミを群集および群団の標徴種とする。

（4）立地条件：亜高山帯の風衝性の強い岩上および三三地に小面積ずつ生育している。

（5）群落分布：赤石山系（Ohba！973），八ケ岳（宮脇他1977），乗鞍（宮脇他！969）などフォッ

　サ。マグナ地域に分布が限られる。

（6）群落動態：有機質の堆積が少ない立地の三生低木林であり，個々の植物の生育はおそい。一

　度破壊された後，エロージョンを生じやすく，復元まで多くの時間を要する。

⑦　植物社会学的位置

　　　コメツツジーハコネコメツツジクラス　Rhododendretea　tschonoskii－tsu－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　siophylh　Ohba　1973

　　　　コメツツジーハコネコメツツジォーダー　Rhododendretalia　tscho箆os1《ii．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tsusiophylliOhba1973

　　　　　ツガザクラ群団　Phyllodocion　nipPo煎cae　Miyawakieta1，1968

（8）群落特性：このような岩上・岩礫地の綾生低木林は，分布域がせまく，優占するツツジ科コ

　メツツジ群によって特徴づけることができる。すなわち丹沢・箱根などに分布するオノエラン

　ーハコネコメツツジ群集はハコネコメツツジ饗螂∫oメ疲yπz〃πZαπα加8により，チョウジコメ

　ツツジ群集はチョウジコメツツジR．オ5疏。／zo3履var．彦8ケα7η8r卿πにより標徴されている。

　　犯。フジハタザオーオンタデ群集

　　　　Arabido－Polygoneもu拠weyrichii　alpi且i　Ohba1969

（1）相観：亜高山生砂礫地植生。
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（2）群落形態：高さ50cmで，オンタデ，イワツメクサ，フジハタザオ，ミヤマオトコヨモギ，

　イタドリなどが槙被率20％以下で斑紋状に生育している。細かな立地条件の差異に応じて，イ

　ワスゲ，コタヌキラン，ムラサキモメンヅルも生育している。

（3）群落区分：富士山を中心とするフォッサ・マグナ地域に分布するフジハタザオを標野種とす

　るのがフジハタザオーオンタデ群集である。また宮脇他（1973）は，イワヒゲとツガザクラを

　区分種とするイワヒゲーツガザクラ群集を火山荒原砂礫地植生として富士山より報告してい

　る。

（4）立地条件：富士山の海抜3，300m以上は砂礫の移動も多く，有機質の蓄積もほとんどみられ

　ないため裸地化している。海抜3，300m以下の火山荒原では，礫の大きさ，傾斜角，基盤の差

　異，有機質の状態など細かな立地条件の差異に応じて，優占種，出現種数，植被率が異なって

　いる。

（5）群落分布：海抜2，500m～3，300mにかけての火山荒原，すなわち富士山の山頂周辺に生育し

　ている。赤石山系でも，砂礫質の乾生立地の先駆相として生育している。

（6）群落動態：個々の植分の消長は頻繁である。完全に見地化することも少なくない。分布域の

　下限にあたる海抜2，500m付近の崩壊地ではフジアザミーヤマホタルブクロ群集へと移行して

　いる。

（7）植物社会学的位置

　　　コマクサーイワツメクサクラス　Dicentro－Stellarietea　nipPonicae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohba　1969

　　　　コバノツメクサオーダーM短uartietalia　vernae　japonicae　Ohba1968

　　　　　イワツメクサ群団　Stellarion　nipponicaeOhba1969

（8）群落特性：本来，火1」」荒原に先駆的に侵入，生育している植生であるが，山岳道路の建設，

　山火事，台風，大雨などの要因によって，二次的に生育域を広げている。

c．ブナクラス域（山地帯）

　　Fagetea　crenatae－Gebiet（］M［ontane　Stufe）

　　11．ヤマボウシーブナ群集

　　　　Cor烈。－F農getum　　crenatae　〕MIiyawaki，　Ohba　e士　Murase　1964

（1）相観：夏緑広葉樹の高木林。

（2）群落形態；高木第1層，高木第2層，低木層，草本層の4層構造をなす。高さ15mをこえる

　高木第1層には優占するブナを中心にミズナラ，イタヤカエデ，オオイタヤメイゲツなど夏緑

　広葉樹が高い伊野率で生育し，林分によっては針葉樹のウラジロモミを混生している。高木第

　2層および低木層の植被率は50％をこえることなく，アオダモ，ミヤマガマズミ，ツリバナ，
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　ヒロハツリパナ，コシアブラ，コミネカエデ，トウゴクミツバツツジ，ヤマウルシなどが低木

　層の主な構成種である。草本層にはスズタケがカーペット状に繁茂しているため，他の構成種

　は，ゴトウヅル，イワガラミ，ツタウルシなどが生育しているにとどまる。

（3）群落区分：ナナカマド，シナノキ，コミネカエデ，ヒロハツリバナなどを標微種および区：分

　種とするブナ林である。また，バクウンボクーイヌブナ群落などとともに，ヤマボウシーブナ

　群集は，スズタケ，クロモジ，ヤマボウシ，イトスゲ，オオモミジ，ミツバツツジ，ウラジロ

　モミ，ミヤコザサの生育によって直面，区分されるスズタケーブナ群団にまとめられる。

（4）立地条件：静岡県下を含む太平洋側のブナクラス域は冬季積雪量が1m以下で夏季に多くの

　降水量をみる。このような環境条件下に成立するブナ林がヤマボウシーブナ群集である。この

　群集は，極端に乾燥している，あるいは湿澗な立地を除いて，広い生育域をもっている。

（5）群落分布：海抜900～1，600mにかけてのヅナクラス域で最も広い面積を占める潜在自然植生

　である。しかし現在では，天城山の北斜面（海抜900～！，400m），愛鷹山（1，100～1，400m），

　富士山南面（海抜！，500m付近）などに残存林分をみることができるにとどまっている。ヤマ

　ボウシーブナ群集は太平洋側山地の典型的ブナ林で東北地方から近畿地方にかけての太平洋

　側に広い生育域をもっている。

（6）群落動態：ヤマボウシーブナ群集を潜在自然植生とする立地の大部分は，カラマツ，スギの

　植林あるいはタリーミズナラ群集にまとめられる夏緑広葉樹の二次林が生育している。また，

　伐採後まもない土地ではヤナギラン群集，キパナカワラツバーススキ群落，ニシキウツギ群落

　など草本植生，低木林の生育地となっている。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　ササーブナオーダー　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　　　　スズタケーーブナ群団　Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，Ohba

　　　　　　　　　　　　　　　et　Murase　1964

（8）群落特性：ヤマボウシーブナ群集は，潜在自然植生として生育域が広く，ブナクラス域に生

　回している植生のなかで最も生物生産力，生物現存量が高い森林植生である。したがって，ブ

　ナクラス域を対象とした緑の環境管理の中核となるべきものである。にもかかわらず，残存林

　分は少なく，現在でも，伐採等による減少の傾向がある。

　　12．バクウンボクーイヌブナ群落

　　　　8妙ακoうα88～伽．翫9π8ノ¢ρ侃∫oα一Gesellschaft

（1）相観：夏緑広葉樹の高木林。

（2）群落形態：4層構造をなすイヌブナ林，．イヌブナーツが林である。高木第1層は植被率が90

　％をこえる林分が多く，イヌブナ，ツガ，ミズナラ，ハウチワカエデ，アカシデ，ブナにより
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　構成されている。高木第2層および低木層は，高木第1層の構成種の他に，コアジサイ，リョ

　ウブ，ウリハダカエデ，ウラジロモミ，サワシバ，マルバウツギ，アオダモ，ダンコウバイ，

　クロモジ，ツリバナ，ヤマウルシ，ヤマモミジ，アワブキ，ナツツバキ，トウゴウミツバツツ

　ジなどから構成されている。草本層はスズタケあるいはミヤコザサが優占している。林分によ

　って種組成，出現種数に多くの差異がみられる。

（3）群落区分：群落区分種としてイヌブナ，ツガ，バクウンボク，コアジサイ，ナツツバキが生

　育している。

（4）立地条件：ブナクラス域でも下端付近や砂礫の散在する立地な：どやや不安定な立地に生育し

　ている。

（5）群落分布：静岡市椹島周辺や寸又川上流などに多くの残存林分をみることができる。ブナク

　ラス域の下部にあたる静岡県下の海抜800－1，400mに生育する自然林である。関東地方から中

　部地方にかけてのブナクラス域に生育域をもっている。

（6）群落動態：バクウンボクーイヌブナ群落は，ヤブツバキクラス域とブナクラス域との境界域，

　やや不安定な立地に生育しているため，自然環境の変動，人間活動による直接の影響により，

　イヌシデ属Cαノ吻η螂の優占する亜高木林，ヤシャブシ群落などに移行することも多い。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　ササーブナオーダー　Saso－Fagetaha　crenatae　Suz．・Tok．1966

　　　　　スズタケーブナ群団　Sasamorpho・Fagion　crenataeMiyawaki，Ohba

　　　　　　　　　　　　　　　et　Murase　1964

（8）群落特性：自然植生の保存されている山地では尾根筋でコカンスゲーツが群集と，渓谷部で

　ミヤマクマワラビーシオジ群集と隣接している。バクウンボクーイヌブナ群集は，立地的に不

　安定であることが多く，積極的土地利用に適していないことが多い。

　　13．ミヤマクマワラビーシオジ群集

　　　　1）ryopteri〔lo魑FraxiRetum　spaethianae　Suz．鞠Tok．1952

（1）相観：夏緑広葉樹の高木林，渓谷林。

（2）群落形態：発達した林分では高さ25mをこえる高木林になるシオジ林。高木第2層および低

　木層にはホオノキ・，チドリノキなどとヒナウチワカエデ，オニイタヤ，アサノハカエデ，コハ

　ウチクカエデ，ウリカエデといったカエデ類湾6βプが繁茂している。草本層は植被率に変動が

　みられるが，ミヤマクマワラビ，ミヤマシケシダ，ジュウモンジシダ，ホソイノデ，ヘビノネ

　ゴザなどシダ植物とカメバヒキオコシ，テバコモミジザサ，ギンパイソウ，テンニンソウ，シ

　ラネセンキュウなど高茎広葉の草本植物の生育によって特微づけられる。出現種数は50種をこ

　えることもある。
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（3）群落区分：ミヤマクマワラビ，シオジを標歯種および区分種とする。さらに，上級単位の種

　であるサワグルミ，ジュウモンジシダ，ウリノキ，ウワバミソウ，オヒョウ，カツラなどの生

　育もみられる。

（4）立地条件：山地谷部の斜面から谷底部にかけて細長い生育域をもっている。土壌的には水は

　けの良い礫状地となっている。

⑤　群落分布：日本海側多雪地のブナクラス域における渓谷林がジュウモンジシダーサワグルミ

　群集であるのに対して，太平洋側のブナクラス域における渓谷林がミヤマクマワラビーシオジ

　群集である。静岡県下では伊豆天城山一帯，赤石山系の山麓の谷に沿って生育している。

（6）群落動態：渓谷沿いでもあり，土壌の堆積が十分で，水分条件にめぐまれているため，林分

　の発達は早い。しかし，台風や大雨などによって一部が破壊されることも少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　シオジーハルニレオーダー　Fraxion－Ulmetalia　Suz。一Tok．1967

　　　　　サワグルミ群団　Pterocaryion　rho量foliae　Miyawaki，OhbaetMurase

　　　　　　　　　　　　　1964

（8）群落特性：渓谷林として四季を通じ美しい相観を呈する。しかしヤマボウシーブナ群集など

　隣接地の植生を破壊することによって土砂の流入が生じ，林分が荒廃していることも少なくな

　い。潜在自然植生がミヤマクマワラビーシオジ群集域は，林道建設に際して十分の配りょを行

　う必要がある。

　　14．コカンスゲーツが群集

　　　　Carici－Tsugetum　sieboldii　Suz．一Tok．1952

（1）相観：常緑針葉樹の高木林。

（2）群落形態：出現病数が10数種から50種をこえる林分まで多彩な高木林である。高さ20m前後，

　植被率70～80の高木第！層に常緑針葉樹のツガが優占している。高木第1層には，ツガの他に

　イヌブナ，クマシデ，ヤエガワカンバ，ウラジロモミなどを混生している。高さ10m前後の高

　木第2層および高さ2～4mの低木層には，ダンコウバイ，ア乱酒ダ，ミツバツツジ，ミヤマ

　ガマズミ，イヌブナ，ハウチワカエデ，クロモジなど夏緑広葉樹とツガ，ウラジロモミの常緑

　針葉樹が混生している。草本層は，コカンスゲ，ヘビノネゴザ，ナルコユリ，オクモミジバグ

　マなどが生育している。

（3＞群落区：分：ツガ，コカンスゲ，オトコヨウゾメ，ウラジロヨウラクによって群集標徴，匿分

　される。

（4）立地条件：垂直分布上，ウラジロモミーコメツが群落の下限と接している。ウラジロモミー

　コメツガ群落とコカンスゲーツが群集とはほぼ隅質な立地条件，すなわち土壌の堆積が限られ
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　て，乾燥しやすい尾根筋，岩角地に生育している。

（5）群落分布：海抜700磁付近から海抜1，600m付近にかけて生育し，上限をウラジロモミーコメ

　ツガ群落と接している。尾根筋などに細ながい帯あるいは線状の広がりをみせることが多い。

　隣接する山梨県下（宮脇他1977），天竜川上流域（鈴木時1949）での生育も報告されている。

（6）群落動態：コカンスゲーツが群集を潜在自然植生とする立地は，一度破壊された後の復元，

　遷移の進行は遅く，ススキ，トダシバ，ウツギ，ニシキウツギなどが先駆的に侵入，生育して

　いるところも少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　ササーブナオーダー　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok　1966

　　　　　ッガ群団　Tsugion　sieboldii　Suz．一Tok．1953

（8）群落特性：コカンスゲーツが群集の伐採，破壊は，土壌の流出をともなう。したがって，二

　次的に立地の不安定化を生んでいることが多い。

　　15．シャクナゲークロベ群集

　　　　Rhodode皿dro記田hHjetu拠　Usui1955

（1）相観：常緑針葉樹の高木林，亜高木林。

（2）群落形態：ブナクラス域の急傾斜地や岩角地など乾生で土壌の堆積も少ない立地には，ヒメ

　コマツ，クロベ，ヒノキ，ウラジロモミ，ツガ（コメツガ）など針葉樹を中心とする森林植生

　が自然植生として生育域を占めている。クロベ，ヒメコマツが高木あるいは亜高木として林冠

　を形成し，心内にはシャクナゲ，コヨウラクなどツツジ科植物が特徴的に生育している林分が

　あり，クロベーヒメコマツ群落としてまとめられている。

（3）群落区分：クロベ，ヒメコマツ，コメツガ，シャクナゲを標徴種，区分種とする針葉樹林で

　ある。

（4）立地条件：立地が，やせ尾根，急斜面のようにブナ林など夏緑広葉樹林の成立できない程，

　極端できびしい。出現種数も，他の森林植生と比較して少ない。

（5）群落分布：静岡県下の赤石山系の南斜面をはじめ太平洋側のブナクラス域の上部に分布して

　いる。しかし，個々の植分の生育面積は少ない。

（6）群落動態：二次的にアカマツ林（モチツツジーアカマツ群集あるいはヤマツツジーアカマツ

　群集）を形成することもあるが，潜在自然植生がクロベーヒメコマツ群落の代償植生はあまり

　発達iしていない。

（7）植物社会学的位置

　　　コケモモートウヒクラス　Vaccinio－PiceeteaBr．・BL　1939

　　　　シラビソーートウヒオーダー　Abieti－Piceetalia　Miyawakieta1．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

　　　　　　　　　　　　　　　　　1968

　　　　　シャクナゲークロベ群団　Rhododendro－Thulion　standishii

　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　al．1968

（8）群落特性：ブナクラス域の自然植生，潜在自然植生として常緑針葉樹林は，貧養で乾生立地

　に限られており，生育面積がせまい。しかも，不安定な急傾地であることもあって植林地とし

　ても利用できない立地となっている。

　　16．キンレイ浮心ヒノキ群集

　　　　PatτiRio－Chamaecypariδetum　obtusae　Miyawakie重aL1967

（1）相観：常緑針葉樹の高木林。

（2）群落形態：高さ20m以上の高木第1層にはヒノキが優占し，高木第2層および低木層にはリ

　ョウブ，アオハダ，オオカメノキ，ヒロハツリバナ，アナダモ，アセビ，サラサドウダン，ネ

　ジキ，トウゴクミツバツツジなどブナクラス林の構成種が多く生育している。草本層にはキン

　レイカなどがわずかにみられるにとどまっており，地表面には，80％以上の植被率で鮮苔地衣

　類が被っている。

（3）群落区：分：キンレイカとヒノキを群集身網種および区分種とする。

（4）立地条件：富士山麓溶岩流上に成立しているヒノキ林であり，その土壌条件は未発達で乾燥

　しゃすいため夏緑広葉樹林の成立が制限されている。

（5）群落分布：青木ケ原樹海など富士山北斜面に発達するヒノキ林がシノブカグマーヒノキ群集

　にまとめられているのに対して，浅黄塚，腰切塚，東臼塚の3つの側火山にかこまれた溶岩原

　上に生育しているのがキンレイカーヒノキ群集である。

（6）群落動態：溶岩上という特異な立地条件であるため，遷移の進行はおそい。

（7）植物社会学的位置

　　　コケモモートウヒクラス　Vaccinio－PiceeteaBr．一BL1939

　　　　シラビソートウヒオーダー　Abieti－PiceetaliaMiyawakieta1．1968

　　　　　シャクナゲークロベ群団　Rhododendro－Thulion　standishii　Miyawaki

　　　　　　　　　　　　　　　　et　a1．　1968

（8）群落特性：キンレイカーヒノキ群集は，学術的にも価値の高い自然林である。植生の荒廃が

　これ以上進展しないためにも，周辺域も含めて，残存する林分の保護・保金が強く望まれてい

　る。

17．タマアジサイーフサザクラ群集

　　Hydτangeo　iRvolucra重ae－Eup重eleetum　polya且draeM量yawaki

　　et　al．1964
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（1）相観：夏緑広葉樹の亜高木林。

（2）群落形態：高さ！0m前後のフサザクラ，ヤマハンノキ，ミズキ，イヌシデなど夏緑広葉樹か

　らなる亜高木林である。林分によって出現函数の多少がみられ，50種をこえることも少なくな

　い。また林床植生も，ほとんど裸地化しているものから，ムカゴイラクサ，イヌガンソク，ヘ

　ビノネゴザ，ミヤマカンスゲなどが高瀬度で生育している植分まで多彩となっている。

（3）群落区分：フサザクラ，タマアジサイ，ムカゴイラクサ，ヤマサジサイ，ウツギなどにより

　群集標徴，区分される。

（4）立地条件：ヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部にかけての崩壊性のある斜面，崩

　積地などに生育する。アブラチャンーケヤキ群集，イロハモミジーケヤキ群集などケヤキ林の

　生育地よりも不安定な立地である。

（5）群落分布：個々の植分の面積はせまく，また断片的植分も多い。しかし，静岡県下に限らず，

　東北地方南部から九州にかけての太平洋側のブナクラス域を中心に広く分布している。

（6）群落動態：タマアジサイーフサザクラ群集は，ケヤキ林の伐採地を始め河辺，法面などやや

　不安定で表層土の移動を生じやすい急傾斜地に，二次的に生育域を広げている。

（7）植物社会学的位概

　　　オノエヤナギクラス　Salicetea　sachalinensisOhba1973

　　　　ヤシャブシーコゴメヤナギオーダー　Alno－Salicetalia　serissaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohba　1973

　　　　　フサザクラ群団　Eupteleion　polyandrae　Miyawakletal．！977

（8）群落特性：潜在自然植生がタマアジサィーフサザクラ群集となる立地は，崩壊性が強く不安

　定な立地であり，植林地としても利用できない。しかし，法面の緑化に際しては，タマアジサ

　イーフサザクラ群集の構成種を多く導入することによって，より望ましい形での緑の形成，立

　地の安定をはかることができる。

　　18．フジアカショウマーシモツケソウ群集

　　　　Astilbo・Filipe鳳duletum　multijugaeMiyawakietOhba1964
（1）相観：山地風衝草原，自然草原Q

（2）群落形態：高さ1m以下の高志草原であり，シモツケ，シモツケソウ，アカショウマ，フジ

　アカショウマ，ハコネギク，ハコネダケ，マルバダケブキなど多彩な草本植物が高い植被率で

　繁茂している。

（3）群落区分：フジイバラ，シモツケ，シモツケソウ，フジアカショウマ，ハコネギク，マルバ

　ダケブキが群集標給血および区分種として生育している。

（4）立地条件：いわゆるフォッサ・マグナ地域の風衝地の自然草原である。

（5）群落分布：静岡県下では，東部の箱根の外輪山の山伏峠，長尾峠，金時山などの山頂部，尾
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　直筋に生育域をもつ。

⑥　群落動態：風衝性が強まった立地ではアセビ，リ。ウブ，ニシキウツギなど木本植物が小禽

　状に侵入してくる。一方，風雨性の強い立地に生育しているため，自然的あるいは人為的要因

　によって臨地化しやすい。

（7）植物社会学的位置

　　　ススキクラスMiscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba！970

　　　　ススキオーダーMisca煎hetalia　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　　　トダシバーススキ群団Arundinello－Miscanthion　sinensis　Suz．．

　　　　　　　　　　　　　　　Tok．　et　Abe　1959　ex　Suganuma　1970

（8）群落特性：ヤブツバキクラス域からコケモモートウヒクラス域まで潜在自然植生，自然植生

　は，常緑広葉樹林，夏緑広葉樹林，常緑針葉樹林のちがいはあっても，森林植生の占めている

　割合が多い。フジァヵショゥマーシモッヶソウ群集など自然植生として草本植物群落の生育地

　は，木本植物が生育，繁茂できないまで環境圧が強い立地となっている。

　　19．フジアザミーヤマホタルブク劇群集

　　　　Cirsio．Campanuleもum　hondoensisMiyawaki，OhbaetMurase1964

（1）相観：崩壊地草本植生。

（2）群落形態：高さ50cm前後で，植被率は季節や植分によって変動があるが，フジアザミが高

　い被度，惑乱で生育し，イタドリ，ヤマホタルブクロ，ヒメシャジン，クサボタンなどからな

　る草本植物群落である。

（3）群落区分：フォッサ・マグナ地域に分布している大形の花の葉を有しているフジアザミ，ヤ

　マホタルブクロとクサボタンにより雷丸，区分される。

（4）立地条件：火山性の砂礫地，崩壊斜面など土壌の堆積のほとんどみられない立地に生育して

　いる。

（5）群落分布：ヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて，そして一部富士山では海抜

　2，000m付近まで垂直分布している。

⑥　群落動態：富士山の海抜1，500m以」二などにみられるように，崩壊地，火山砂礫の先駆植生

　であり，裸地の広がりの中に，小斑紋状に生育している。個々の植分の消長は少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　上級単位未定

　　　　フジアザミーヤマホタルブクロ群団　Cirsio－Campanulion　Ohba1969

（8）群落特性：日本に生育しているアザミ属α競z‘ηzの中で最大の大きさになり，夏季に大形

　の花をつけるフジアザミによって特徴づけられるアザミーヤマホタルブヤロ群集は，慮然植生

　だけでなく，二次的にも広がりをみせるため，群落自体は必ずしも貴重であるとはいえない。
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しかし，自然植生としてのフジアザミーヤマホタルブクロ群集が生育する立地は，崩壊地，砂

礫地など特異な立地であり，その立地保全の重要性を指摘することができる。

d．ヤブツバキクラス域（低地・丘陵帯）

　Camellietea　japonicae－Gebiet（Collineu．planareStufe）

　　20．シキミーモミ群集

　　　　Illicio－Abietetum　fiτmae　Suz．・Tok．1961

（1）相観：常縁広葉樹を混じえる常緑針葉樹林。

（2）群落形態：発達した林分では25mをこえる高木林となる。ヤブツバキクラス林でも特異な相

　観を示しており，高木第1属にはモミ，ツガが優占し，シラカシ，アラカシ，ウラジロガシな

　どを混生している。高木第2層以下の構成種は，ピサカキ，ヤブツバキ，モチノキなど他の常

　緑広葉樹林と共通種で占められている。

（3）群落区分：モミ，（ツガ），ミヤマシキミ，シキミ，サカキ，タカノツメなどの生育によって

　群集が標微，区分されている。

（4）立地条件：ヤブツバキクラス域でも上限付近に多くの生育地がある。ヤブツバキクラス林を

　潜在自然植生とする立地でも，常緑広葉樹が高木第1層に優占できない立地は，気候条件が寒

　冷であったり，岩角地であったりするためであり，このシキミーモミ群集も含まれる。

（5）群落分布：9｝豆の内陸部，大井川や天竜州（熊切川）の上流域など海抜400～800m付近に点

　々と生育している。

（6）群落動態：シキミーモミ群集を潜在自然植生とする立地の二次林は，モチツツジーアカマツ

　群集などアカマツ林，あるいはアカマツを混じええるコナラ林である。

（7）植物社会学的位置

　　　ヤブツバキクラス　Camellietea　laponicae　MiyawakietOha1963

　　　　シキミーアカガシオーダー　111icio－Quercetalia　acutaeKFujiwara198！

　　　　　アカガシーシラカシ群団　Quercion　acuto－myrsinaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　K。Fuliwara！98！

（8）群落特性：シキミーモミ群集は，広い意味で常緑広葉樹の自然林ではあるが，立地的にやや

　きびしい条件下に生育している。また潜在自然植生としての広がりも線状または帯状であるこ

　とが多い。
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　　21．シラカシ群集，アラカシーウラジロガシ群落他

　　　　Querceもum　myrsinaefoliaeMiyawakietOhba1965，
　　　　　　　　　　　　　　　Q況θrcπsσZαπcα一Q配θrc膨8　sαZεcεπα・Gesellschafもu．　a．

（1）相観：常緑広葉樹高木林。

②　群落形態：シラカシ，アラカシ，ウラジロガシ，アカガシなど常緑のコナラ属Qz‘θπ螂が

　高木第1層に優占し，高木第2層以下には，ピサカキ，アオキ，ヤブツバキ，カクレミノ，モ

　チノキ，ヤブコウジなどヤブツバキクラス林を標徴，区分する常緑植物が多数生育している。

　ケヤキ，オトコヨウゾメ，エノキなど夏緑広葉樹も林分によっては混生している。

（3）群落区分：シラカシ群集はシラカシを標号種とし，アラカシーウラジロガシ群落は，アラカ

　シ，アセビ，ウラジロガシなどにより区分されている。シラカシ群集，アラカシーウラジロガ

　シ群落は，スダジイ林，タブノキ林などのまとまりであるイズセンリョウースダジイ群団に欠

　けているツクバネガシ，ハイノキ，チャノキ，サカキ，シキミ，ミヤマシキミなどの生育が特

　徴となっている。三ケ日町神明宮ではイチイガシ，カンザブロウノキ，ルリミノキを標徴，区

　分種とするイチイガシ群集の生育も認められる（宮脇他未発表）。

（4）立地条件：シラカシ群集およびアラカシーウラジロガシ群落は，静岡県に生育するカシ林で

　あり，ヤブツバキクラス域でもより温暖な臨海の低海抜地を除く，内陸の台地，丘陵さらに山

　地下部に生育域をもっている。シラカシ群落は台地上や土壌の堆積している立地条件下の膚然

　林であるのに対してアラカシーウラジロガシ群落が天竜川，大井川などの中流から上流域にか

　けて，海抜高度で400～800mの岩角地などに生育している。

⑤　群落分布：シラカシ群集などカシ類の優占する1自然林は天城湯ケ島の浄蓮の滝付近，天竜絹

　沿い，大井川上流域などに現存している。潜在自然植生としてみれぽ，静岡県下でもヤブツバ

　キクラス域の上部内陸域で最も広い面積を占めている。

⑥　群落動態：自然林である。シラカシ群集の二次林はクヌギーコナラ群集，アラカシーウラジ

　ロガシ群落の二次林はクリーコナラ群集が成立することが多い。

（7）植物社会学的戸冠

　　　ヤブツバキクラス　Camellietea　laponicae　MiyawakietOhba！963

　　　　シキミーアカガシオーダー一　Illicio－Quercetalia　acutaeK．Fuliwara！981

　　　　　アカガシーシラカシ群団　Quercion　acuto・myrsinaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　　K，Fuliwara　1981

⑧　群落特性：シラカシ群集の残存林分は少ない。一方，アラカシーウラジロガシ群落は，植林

　地として利用できない急傾斜地，岩角地の潜在自然植生であるため，他のヤブツバキクラス域

　の自然林と比較して多く残されている。
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　　22．ミミズバイースダジイ群集，ヤブコウジースダジイ群集および木ソバカナワラビースダ

　　　　ジイ群集

　　　　Syml》10co　91aucae・Castanopsietum　sieboldii　MiyawakietaL

　　　　1971，Af（lisio－Castanopsietum　sieboldii　sieboldiiSuz．・Tok．

　　　　1952und　Arachniodo・Castanopsietum　sieboldii
　　　　Miyawaki　et　aL　1971

（1）相観：常緑広葉樹高木林。

（2）群落形態：静岡県下に生育する植生の中で，最も翌かな潜在力をもつ自然林である。高さ20

　mをこえる高木第1層から，高木第2層，低木層，そして草本層まで常緑広葉樹，常緑植物に

　よって構成されている。高木第1層のスダジイー種により高い植被率で林冠を厚くおおわれて

　いる。出現種数は30種前後で，50種をこえることはまれである。

（3）群落区分：ミミズバイースダジイ群集はミミズバイ，ヤマビワ，オガタマノキの生育により

　標徴，区：分され，ホソバカナワラビースダジイ群集は，ホソパカナワラビ，コバノカナワラビ，

　イズセンリョウの生育により標徴，区：分される。ヤブコウジースダジイ群集は，他のスダジイ

　林に対して，ウラジロガシ，ヒイラギ，シュンラン，イヌマキの生育により区：分される。

㈲　立地条件：ミミズバイースダジイ群集を始めとするスダジイ林は，県下でも温暖な低海抜地

　でやや乾燥した，あるいは適潤な立地の（潜在）自然植生である。ホソバカナワラビースダジ

　イ群集は海岸沿いの山足部，崖錐地に生育している。

（5）群落分布：静岡県の低海抜地，伊豆半島の臨海部を広く占めている潜在自然植生がこれらス

　ダジイ林であり，冨士川付近以西および伊豆半島南部にミミズバイースダジイ群集が分布して

　いるのに対して，ヤブコウジースダジイ群集は県東部に分布域をもつ。ホソバカナワラビース

　ダジイ群集の生育而積はせまい。

（6）群落動態：これらのスダジイの優躾する自然林を潜在自然楠生とする立地に生育している二

　次林は，スダジイ，アラカシなど常緑広葉樹の萌芽林，再生林である。林冠を常緑広葉樹が厚

　く被っているので，林内の植物相は貧弱となっていることが多い。

（7）　植物社会学的位：置

　　　ヤブツバキクラス　Ca雌ellieteajaponicae　MiyawakietOhba1963

　　　　タイミンタチバナースダジィォーダーMyrisino－Castanopsietalia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboldii　K．Fujiwara198！

　　　　　イズセンリョウースダジイ群団　M3eso　laponicae－Castanopsion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboldiiK．Fuliwara　1981

　　　　　　ミミズバイースダジイ群集・ホソパカナワラビースダジイ群集

　　　　シキミーアカガシオーダー　111icio－Quercetalia　acutaeK．Fujiwara1981

　　　　　アカガシーシラカシ群団　Quercion　acuto－myrsinaefoliae
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　　　　　　　　　　　　　　　　　K。Fujiwara　1981

　　　　　　ヤブコウジースダジイ群i集

（8）群落特性：大仁町の吉田神社，浜北中金刀比羅神社，土肥神社など，神社林として残されて

　いる林分が多い常緑広葉樹の自然林である。豊かな自然環境として価値が高いにもかかわらず

　残存面積が少なく，今後積極的保護，保全が必要とされている。

　　23．イノデータブノキ群集

　　　　Polysticho餉Persee重um　thunbergiiSuz．・Tok．1952

（1）相観：常緑広葉樹高木林。

（2）群落形態：タブノキの優占する自然林である。高さ20mをこえる高木第1層には，タブノキ

　を中心に，林分によってはエノキ，ムクノキなどを混じえ，植被率が90％以上となる林分が多

　い。高木第2層および低木層には他の常緑広葉樹の自然林と共通するピサカキ，アオキ，モチ

　ノキなど常緑広葉樹，常緑植物が生育し，草本層には林分を特徴づけるイノデ（アイアスカイ

　ノデ）が高い植被率で繁茂している。出現種下は40種前後である。

（3）群落区：分：イノデータブノキ群集はイノデ，フウトウカズラ，イタビカズラ，ムクノキ，（ケ

　ヤキ），タブノキの生育によって標微，区：分される。

（4）立地条件：ヤブツバキクラス域の下部で，土壌堆積が厚い適湿からやや湿潤な立地に発達し

　ている。

（5）群落分布：静岡県下における潜在自然植生としてのイノデータブノキ群集域は海抜300m前

　後以下の沖積地，斜面下部を中心に広がっている。しかし，残存林分は，伊豆半島の河津町来

　宮神社など神社林としてわずかにみられるにとどまっている。イノデータブノキ群集は，北が

　岩手県船越村（39。25ノ）から，爾が大分累まで報告がある。

⑥　群落動態：潜在陰i然植生がイノデータブノキ群集域の多くは，畑や住宅地として古くから利

　用されており，二次林もミズキやイヌシデの優漉する林分が多い。

（7）植物社会学的位置

　　　ヤブツバキクラス　CameUietea　laponicaeMiyawakietOhba！963

　　　　タイミンタチバナースダジイオーダーMyrsino℃astanopsietalia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboldiiKFuliwara1981

　　　　　イズセンリョウースダジイ群団Maeso　lapoaicae－Castanopsion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sieboldiiKFuliwara198！

（8）群落特性：静岡県の臨海部で耕作畑，住宅地として土地利用が行なわれている地域の大部分

　がイノデータブノキ・群集を潜在自然植生とする立地である。気候的にも温暖で安定した立地で

　あり，生産性も高いために，まず最初に生産緑地化されてきている。
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　　24，イロハモミジーケヤキ群集

　　　　Aceri－ZeIkovetumMiyawakiet　K：．　Fujiwara1970

（1）相観：常緑広葉樹を混じえる夏緑広葉樹林。

（2）群落形態：高さ25m以上に達する高木林，自然林である。高木第1層にはケヤキを中心に

　イロハモミジ，エノキ，エゴノキ，ムクノキなど夏緑広葉樹により構成されており，高木第2

　層および低木層には，ガマズミ，クサギ，イロハモミジ，アプラチャン，ハナイカダなど夏野

　広葉樹，シロダモ，アオキ，ヤブニッケイなど常緑広葉樹，イヌガヤ，カヤなど針葉樹を混生

　している。：草本層にはオオバノイノモトソウ，オクマワラビなどシダ植物が目立っている。

（3）群落区分：イロハモミジーケヤキ群集は，イロハモミジ，ケヤキ，ムクノキ，エノキ，イヌ

　ガヤなどの生育によって彰徳，区分される。

（4）立地条件：海抜700m以下のV字渓谷沿いの斜面を中心に生育している。

（5）群落分布：静岡県下のヤブツバキクラス域のV字渓谷沿いに多くの残存林分をみることがで

　きる。個々の植民の生育面積は限られている。ケヤキ林は海抜1，000～！，200m付近まで分布し

　ており，海抜800mをこえるブナクラス域に生育するケヤキ林はヤブツバキクラスの種を欠

　き，夏緑広葉樹を中心に構成されるアブラチャンーケヤキ群集Parabenzo　pτaecox－

　ZelkovetumMiyawakietaL　1977にまとめられている。

（6）群落動態：イ油団モミジーケヤキ群集を潜在自然植生とする立地は，二次的にタマアジサイ

　～フサザクラ群集が生育すること多い。

（7）植物社会学的位概

　　　ヤブッバキクラス　Camellietea　japonicae　MiyawaldetOhba1963

　　　　シキミーアカガシオーダー　Hlicio－Quercetaha　acutaeKFuj1wara！981

　　　　　アカガシーシラカシ群団　Quercion　acuto－myrsinaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　K，Fujiwara　1981

（8）群落特性：V字渓谷は傾斜も急であり，植生とくにイロハモミジーケヤキ群集に被れている

　ことによって立地保全，水源かん養機能が果せる。

　　25．トベラーウバメガシ群集およびマサキートベラ群集

　　　　Pit重osporo－Que罫cetum　phillyraeoidis　Suz．一Tok．etHatiya1951

　　　　　　　　u韮dEuonymo－Pittosporetum　tobira　MiyawakietaL1971

（1）相観：海岸風衝低木林。

（2）群落形態：常緑広葉樹の自然林である。林分によって高木層にクロマツが疎に生育している

　が，一般に高さ5m以下の低木林である。低木層にはウバメガシ，トベラ，マサキ，ヤブニッ

　ケイなど常緑広葉樹がカーペット状に繁り，林床はオニヤブソテツ，ヒメヤブラン，ツワブキ

　などが生育している。2～3層構造をなし，出現種数は，ヤブコウジースダジイ群集など常緑
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　広葉樹の高木林より少なく，10種以下の林分も多い。

（3）群落区分：トベラーウバメガシ群集はウバメガシを下等種としている。トベラーウバメガシ

　群集とマサキートベラ群集は，トベラ，マサキ，マルバグミ，マルパノシャリンバイ，イヌビ

　ワ，オニヤブソテツなどを標三種および区分種として，トベラ群団にまとめられている。

（4）立地条件：海からの影響をまともに受ける海岸風野地に生育している常緑広葉樹林である。

（5）群落分布：静岡県では御前崎および伊豆半島南部の海岸風持地に生育域をもつのがトベラー

　ウバメガシ群集であり，他の海岸風衝地にはマサキートベラ群集が生育している。

⑥　群落動態：トベラ群団にまとめられている海岸風凹地の自然林は，台風など自然環境要因の

　影響によって低木層の多くが枯死することもある。いずれにしても，トベラ群団の代償植生は

　ススキクラスなど草本植生に限られている。

（7）植物社会学的位置

　　　ヤブツバキクラス　Camellie毛ea　japonicae　M1yawakietOhba1963

　　　　タイミンタチパナースダジイオーダーMyrsino－Castanopsietalia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　siebodii　K：．Fuliwara1981

　　　　　トベラ群団　Pittosporion　tobiraNakanishietH，Suzuki1974

（8）群落特性：常緑広葉樹の中でも海に面した海岸風衝地という環境条件のきびしい立地に生育

　しているのがトベラ群団である。常緑広葉樹を用いた緑化に際して，トベラ，シャリンバイな

　どトベラ群団の種を林内や林縁に密植し，本命となる森林帯の育生をはかることも多く行なわ

れている。

　　26．コ：ゴメヤナギ群集，タチヤナギ群集他

　　　　Sa｝icetum　serissaefoliaeOhba1973，

　　　　　　　Saliceもum　subfragilis　Okuda1978u．a．

（1）相観：河辺生の夏緑広葉樹林，河畔林。

（2）群落形態：河辺に生育している木本植物はヤナギ属5α♂㍑を中心に限定されている。このヤ

　ナギ林はジャヤナギ，アカメヤナギなど高木，亜高木類，またはオノエヤナギ，タチヤナギ，

　イヌコリヤナギ，ネコヤナギなど低木類が1～数種からなることが多く，林内は，河辺という

　立地条件もあってアマチャヅル，ドクダミ，ヨシ，ヤエムグラなど草本植物が中心である。

（3）群落区：分：河辺のヤナギ林は，コゴメヤナギ，タチヤナギなど生育しているヤナギ属によっ

　て標徴または区分されており，静岡県下にはコゴメヤナギ群集，イヌコリヤナギ群集，タチヤ

　ナギ群集などが生育している。

（4）立地条件：毎年のように洪水，増水の影響を受けている河辺でも，やや安定した立地に生育

　しているのがヤナギ林である。立地的に不安定ではあるが，必ずしも貧養立地とは限らないた

　め，草本層の発達している植分も少なくない。
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（5）群落分布：静岡県下には大井川，天竜川，安倍川，富士川，狩野川を始め大小数多くの河川

　があり，コゴメヤナギ群集，タチヤナギ群集，ジャヤナギ群落などのヤナギ林の生育をみるこ

　とができる。河辺という特殊な立地条件は，さらに細かな環境条件の差異に応じたタウコギク

　ラス，ヨモギクラス，ヨシクラス，シロザクラスなどの植生の生育地でもある。

（6）群落動態；河辺には，奥田（1978）が指摘しているようにコウキクサクラス，ヒルムシロク

　ラス，ウラギククラス，オカヒジキクラス，アゼナ群団，タウコギクラス，シロザクラス，オ

　オバコオーダー，ヨモギクラス，ヨシクラス，ノイバラクラス，オノエヤナギクラスなどさま

　ざまな植生の生育地となっており，細かな立地条件の変動に応じた群落の消長がみられる。

（7）植物社会学的位置

　　　オノエヤナギクラス　Salicetea　sachalinensisOhba1973

　　　　コモチマンネングサータチヤナギオーダー　Sedo－Salicetalia　subfragilis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）ku（玉a　1978

　　　　　タチヤナギ群団　Salicio無subfragilis　Okuda1978

　　　　　　タチヤナギ群集

　　　　ヤシャブシーコゴメヤナギオ・一ダー　Alno－Salicetaha　serissaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Okuda　1973

　　　　　シロヤナギーコゴメヤナギ群団　Sahcion　lessoensis－serissaefoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohba　1973

　　　　　　コゴメヤナギ群集

⑧　群落特性：河辺に生育しているヤナギ林は，増水時などに流水量の軽減作用が強く，また水

　質浄化など多様な機能を果していたが，現在では生育面積が著しくせまい。

　　27．ハマボウ群集

　　　　Hibiscetum　hamaわoH．Nakani曲i1979

（1）栢観：塩沼湿地低木林。

（2）群落形態：高さ3～4mでハマゴウが優占する低木林である。林床の植物は貧弱であり，ヨ

　シ，スイバなどがわずかに生育しているにとどまっている。

（3）群落区分：耐塩性のハマボウにより標徴される。

（4）立地条件：より温暖な気候条件下にある亜熱帯から熱帯にかけての塩沼地，汽水地には，さ

　まざまな木本植物群落が生育している。このハマビウ群落はその北限域のものといえる。伊豆

　に現存している二分は，波浪の影響を直接受けない湾奥において流入する小河川により形成さ

　れた三形州状地である。土壌は岸に沿って堆積した泥質の砂土である。

（5）群落分布：賀茂郡安良里に現存している。

⑥　群落動態：塩沼地あり，代償植生としてフクド，シオクグなど生育できる。
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（7）植物社会学的位置

　　　オオハマボウーアダンクラス　Hidsco－Pandanetea　MiyawakietKl．Suzuki

　　　　　　　　　　　　　　　　　1976

　　　　オオハマボウーアダンオーダー　Hユbisco－Pandanetalia　tectorii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　KL　Suzuki　1976

　　　　　ハマボウ群団　Hibiscion　hamabo　K：。SuzukiinMiyawaki1981

（8）群落特性：塩沼地という特殊な立地に生育している低木林である。伊豆のハマゴウ群集は，

　分布の北限域にあたり学術的にも貴重なものとなっている。

　　28．ハマゴウクラス

　　　　Vi樋ceもea　rotundifoliaeOhba，Miyawakie重Tx．1973

（1）相観：海岸砂丘駿生低木林。

（2）群落形態：海岸砂丘上でも，やや内陸側には，高さ0．5m以下で二二性の短i生低木であるハ

　マゴウが高い湿度，群度で生育している。ハマゴウクラスにまとめられているこの低木林はハ

　マゴウを除くと，ほとんどの種がハマボウフウクラスに所属する草本植物である。

③　群落区分：ハマゴウの生育によって標徴，区分されるハマゴウクラスは，静岡県下において，

　チガヤを区分種とするチガヤーハマゴウ群集が報告されている。

（4）立地条件：海岸砂丘でも内陸側では表層の砂の移動も少なく，有機質の堆積もみられ，木本

　植物の生育も可能となる。このような立地条件下に生育しているのがハマゴウクラスにまとめ

　られる媛生低木林である。

（5）群落分布：東北地方から山陰にかけて生育している海岸砂丘：のハマゴウ林は，ウンラン，カ

　ワラヨモギの生育によって区分されるウンランーハマゴウ群集にまとめられている。一方，静

　岡県下の海岸砂丘のハマゴウ林はチガヤーハマゴウ群集にまとめられており，その分布は太平

　洋沿岸の海岸砂丘に広い。

⑥　群落動態：ハマゴウは地下系を砂丘の内深く侵入させ，水分や養分を吸収しており，部分的

　に地上部が砂によって埋没しても萌芽再生力が強い。

（7）植物社会学的位置

　　　ハマゴウクラス　Viticetea　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　ハマゴゥォ＿ダ＿　Viticetalia　rotund玉foliae　Ohba，MiyawakietTx，

　　　　　　　　　　　　　1973

　　　　　ケカモノハシーハマゴウ群団　Ischaemo－Viticion　roむundifoliae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohba，　Miyawaki　et　Tx．1973

（8）群落特性：冬季を除く，長い期間にわたって紫色の花を多数咲かせつづけるハマゴウの綾生

　低木林は，海岸砂丘を色どる植分であったが，現在では浜岡砂丘などに小規模みられるにとど
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まっている。

　　29．ハマボウフウクラス

　　　　Glehnietea　htもoralis　Ohba，MiyawakietTx．1973

（1）相観：海岸砂丘草原。

（2）群落形態：海岸砂丘上に高さ10～30cmで生育している草本植物群落。ハマヒルガオなどが

　一面に被うこともあるが，ハマニガナ，コウボウムギ，ハマボウフウ，ケカモノハシ，オニシ

　バ，ハマヒルガオなどが小群状あるいは散生している。したがって，植被率は植分による差が

　大きい。

③　群落区：分：静岡県下に生育している海岸砂丘草原すなわちハマボウフクラスの植生は，ハマ

　ダルマとコウボウムギの生育によって標徴，区分されるハヤグルマーコウボウムギ群集，ハマ

　ダルマとケカモノハシの生育によって標徴，区分されるハマグルマーケカモノハシ群集，ハマ

　ダルマとオニシバの生育によって標野，区：分されるハマグルマ一歩ニシバ群集にまとめられて

　いる。

（4）立地条件：海からの塩分を含んだ水しぶきをまともに受け，たえず表層の砂の移動がみられ

　る不安定な立地であり，しかも，有機質の堆積がほとんどなく，保水力の低い立地となってい

　る。

（5）群落分布：海岸砂丘上でも最も広い生育域をもっているのがハマボウフウクラスであり，オ

　カヒジキクラスの内陸側に広がっている。御前崎から浜松にかけて静岡県を東西に延びる海岸

　線には砂丘が広がっており，ハマボウフウクラスの生育地となっている。

（6）群落動態：台風など自然藻境要因によって裸地化しやすいが，地下系を通じ復元も早いのが

　ハマボウフウクラスの植生である。より有機質の堆積し，安定化するとハマゴウ，テリハノイ

　バラなど木本植物，つる植物が侵入してくる。

⑦　植物社会学的位置

　　　・・マボウフウクラス　Glehnietea　littoralis　Ohba，MiyawakietTx，1973

　　　　ハマボウフウオーダー　Glehnietalia　littoralis　Ollba，MiyawakietTx．

　　　　　　　　　　　　　　　1973

　　　　　コウボウムギ群団　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

（8）群落特性：ハマボウフウクラスの生育は，先駆的に砂の移動を軽減させる働きがある。した

　がって，クロマツの防風林，防砂林の海岸砂丘前線は，種子の散布などを行うことによって，

　多くの効果が期待できる。

30．イソギクーハチジョウススキ群集

　　Chrysanthemo・Miscanthetum　condensati　Ohba1971
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（1）相観：海岸断崖地風衝草原。

（2）群落形態：伊豆などではイソギク，ハチジョウススキ，アキノキリンソウ，ニガナ，ハマカ

　ンゾウ，ワダン，アツバスミレ，ツワブキ，（ススキ）などの草本植物が海岸断崖地でも前線

　に小群状に生育しており，イソギクーハチジョウススキ群集にまとめられている。

（3）群落区分：イソギク，アシタバ，ハチジョウススキ，ハマカンゾウ，ワダン，アツバスミレ

　の生育によって標徴，区：分される。

（4）立地条件：海岸断崖地で，トベラーウバメガシ群集，マサキートベラ群集など海岸風衝低木

　林が成立できない前線に生育しているのがイソギクーハチジョウススキ群集である。土壌の堆

　積も少なく海からの飛沫をまともに受ける立地となっている。

（5）群落分布：イソギクーハチジョウススキ群集は静岡県下では伊豆半島に多く生育地がある。

　県外では，関東地方に広く分布している。

⑥　群落動態：自然植生であるイソギクーハチジョウススキ群集は，海岸風衝低木林の伐採地な

　どに二次的に広がっていることも少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　ススキクラスMiscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　　　ハマァォスゲォーダー　Caricetalia　fibrillosae　H．Nakanishi1980

　　　　　ボタンボウフウ群団　Peucedanion　japonici　Ohba1971

（8）群落特性：イソギクーハチジョウススキ群集は，イソギク，ワダン，アシタバなどフォッサ

　・マグナ地域を中心に分布する種によって標徴，区分される乾生地の慮然草原である。イソギ

　クーハチジョウススキ群集などススキクラスの自然草原の最：前線には，岩隙や有機質が堆積し

　た小凹地などにパッチ状にハマツメクサ，ハマエノコロなど耐塩性のユ年草本植物の群落が生

　育することがある。この海岸最前線の植生はハマエノコローハマツメクサ群集Setario

　pachystachyos－Saginetum　maxi皿aeMiyawakietal．1980等が西日本各地か

　ら報告されているハマツメクサクラスSag短etea　max玉maeOhbaet　Sugawara1978

　である。ハマツメクサクラスは，現在まで静岡県下からの報告はない。

　　31．オカヒジキクラス

　　　　Salso蓋etea　ko瓢a驚ovii　Ohba，M：iyawakietTx．1973

（1）相観：海岸汀線有機物上1年生草本植物群落。

（2）群落形態：オカヒジキ，ツルナ，ハマアカザなど耐堪性が強く多肉質の葉を有している1年

　生草本植物である。群落の高さは数10cm以下であり，季節的に消長のみられる群落でもあ

　る。

（3）群落区分：ハマヒルガオーオカヒジキ群集およびツルナ群落が生育している。オカヒジキは，

　ハマヒルガオーオカヒジキ群集の標徴種であるとともに上級単位の標徴種である。ツルナ群落
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　はツルナによって群落区分される。

（4）立地条件：海岸砂丘最前線の波打ち際で，台風や大潮時に海から打ち上げられた古記，プラ

　スチックなど大小の有機物が堆積している立地である。

（5）群落分布：オカヒジキクラスは，本州，四国，九州に広く分布している。しかし，生育地は

　線状であり，面積にすればわずかである。

（6）群落動態：盛夏を中心に発達する植生であり，冬季には裸地化している。

（7）植物社会学的位置

　　　オカヒジキクラス　Salsoletea　komaroviiOhba，MiyawakietTx．1973

　　　　オカヒジキオーダー　Salsolio無komarov1iOhba，MiyawakietTx．1973

　　　　　オカヒジキ群団　Salsolion　komaroviiOhba，MiyawakietTx。1973

　　　　　ホツ・ミノハマアカザ群団　Atriplicion　gmehniiOhba，MiyawakietTx．

　　　　　　　　　　　　　　　　　！973

（8）群落特性：海岸砂丘最：前線という極端できびしい立地条件に耐えて出現しているのがオカヒ

　ジキクラスである。

　　32，ヨシクラス

　　　　PhragmiもeteaTx．etPrsg．1942

（1）梢観：湿生草本植物群落。

（2）群落形態：高さ2mをこえるヨシあるいはガマ，マコモなどがほぼ純群落を形成するものか

　ら，ドクゼリ，サワギキョウなど高さ数！0cmの多種類の草本敏物からなるものまで含まれて

　いる。

（3）群落区分：ヨシ，ガマ，ドクゼリ，フトイ，クサレダマ，サワギキョウ，ヒメシダによって

　標徴および区分される。静岡県下にはツルヨシ群集Phragmitetum　laponicaeMi一

　照mikawa1963，セリークサヨシ群集Oenantho－Phragmitetum　afundinace－

　ae　MiyawakietOkuda！972，オギ群集PhragInitetum　saccharifloriMiya－

　wakietOkuda！972，ウキヤガラーマコモ群集Scirpo　fluviatilis－Zizanietuln

　latifoliae　MiyawakietO1｛uda！972などの生育が報告されている。

（4）立地条件：地下水位がほぼOcmあるいは時に冠水する立地に生育している。

（5）群落分布：かつて沖積低地の広い面積を占めていたのがヨシ原すなわちヨシクラスである。

　しかし，現存しているヨシクラスは河辺湿地，放棄水田などに限られている。全：国のヤブツバ

　キクラス域からブナクラス域までみられる。

⑥　群落動態：ヨシクラスの大部分が自然植生である。しかし，河辺，湿地などではヨシクラス

　の繁茂によって立地が安定し，部分的にヤナギ林などに遷移することも少なくない。

（7）植物社会学的位置
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　　　ヨシクラス　Phragmitetea　Tx．etPrsg．1942

　　　　ヨシオ＿ダ＿　Phragmitetalia　eurosibiricaeTx．etPrsg．！942

　　　　　ヨシ群団　Phragm玉tion　W．KocM926

　　　　　オギーヨシ群団Miscantho　sacchariflori－Phragmition

　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　Okuda　1970

　　　　　セリークサヨシ群団　OeRantho　lavanicae－Phalaridion　arundinaceae

　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　Okuda　1972

　　　　　ミヤマホタルイ群団　Scirpion　hondoens量sOhba1973

　　　　大形スゲオーダーMagnocaricetaliaPign．1953

　　　　　ホソバヨツバムグラー大形スゲ群団Galio　brevipedunculati－Magno－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　caricionMiyawaki　et　K．Fujiwara！970

　　　　　マアザミーチゴザサ群団　Cirsio－lsachnionSuz．一Tok．etArakane！970

（8）群落特性：河辺，湿地などに生育しているヨシクラスは，こ生物フィルターことして水質浄

　化機能を有している。

　　33．ヒルムシロクラスおよびコウキクサクラス

　　　　1）otamogetonetea　Tx．eもPrsg．1942

　　　　　　　髄ndLemne重eaW．KochetR．Tx．（inli毛t．1954）R。Tx．1955

（1）相観：浮葉沈水草本植物群落。

（2）群落形態：池，湖，水路，中小河川など水たまりにヒルムシロ，オオフサモ，ヒメビシ，ヒ

　シなど浮葉沈水植物からなる群落が発達している。また池溝や水をはっている水田などにはコ

　ウキクサ，ウキクサ，アカウキクサ，イチョウウキクサなど浮水草本植物からなる群落がみら

　れる。前者はヒルムシロクラスであり，後者はコウキクサクラスである。

（3）群落区分：ヒルムシロクラスはヒルムシロ，クロモ，ヤナギモ，セキショウモなどの生育に

　よって標徴，区分されるが，静岡県下での群集単位は明らかにされていない。一方，コウキク

　サ，ウキクサにより標徴，区分されるコウキクサクラスは，サンショウモによって標徴，区分

　されるアオウキクサーサンショウモ群集　Lemno　paucicostatae－Salvinietum

　llatantisMiyawakietJ．Tx．1960が静岡二三に生育している。

（4）立地条件：ヒルムシロクラスは，ヤブツバキクラス域から海抜1，800mをこえるコケモモー

　トウヒクラス域までの池，湖，水路等に生育している。一方，コウキクサクラスは水田，溝，

　沼などの比較的富栄養化した流れのほとんどない水面に浮いている小形の草ホ・シダ植物群落

　である。

⑤　群落分布：ヒルムシロクラスは，断片的磁分も含めれば静岡漿下のヤブツバキクラス域から

　コケモモートウヒクラス域まで分布している。個々の植分の面積は小さい。一方，コウキクサ
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　クラスは，水をはった水田耕作地に発達する季節的消長をともなった植生であり，静岡県下の

　ヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて分布している。

（6）群落動態：流水，停滞水といった植物の生育にとって特異な環境に生育しており，構成種が

　限定されている。したがって，環境条件のわずか変化によって消長することも少なくない。

（7）植物社会学的位置

　　　ヒルムシロクラス　PotamogeωneteaTx．etPrsg．1942

　　　　ヒルムシロォ＿ダ＿　PotamogetonetaliaW．Koch1926

　　　　　ヒルムシロ群団potamogetonio血eurosibiriciW，Koch1926

　　　　　ヒツジグサ群団　NymphaeionOberdorfer1957

　　　コウキクサクラス　LemneteaW．KochetRTx．（i且1itt．1954）R．Tx．1955

　　　　コウキクサオーダー　Lemne宅aliaW．KochetR．Tx。（inlitt．1954）R．Tx．1955

　　　　　アオウキクサ群団　Lemnion　pauclcostataeMiyawakietJ．　T茸xen　1960

（8）群落特性：ヒルムシロクラス，ウキクサクラスは水質浄化，流水量の軽減など化学的，物理

　的あるいは生物的にさまざまな機能を有している。

B．代償植生　Ersatzgesellshaften

　　34，レンゲツツジーシラカンバ群集

　　　　RhododeRdro－Beもuletum　p豆atyphyllaeYamazakietUematsu1963

（1）相観：夏緑広葉樹二次林。

（2）群落形態：白い樹皮，秋季の黄葉，美しい樹形などの特色をもつシラカンバの優占する二次

　林。高さ10mをこえる高木層はシラカシを中心にヤハズハンノキ，ヤマハンノキなどを混生

　している。林学は比較的疎で，ミヤマイボタ，レンゲツツジ，トウゴクミツバツツジなどの低

　木類が生育している。草本層はススキクラスの種が比較的高い植被率で繁茂している。

（3）群落区分：シラカンバ，ミヤマイボタ，ベニバナイチヤクソウ，ズミ，レンゲツツジ，ヤハ

　ズハンノキの生育によって標微，区分されるシラカンバ林である。

（4）立地条件：ブナクラス域でも年較差が多い内陸側を中心とするやや湿潤な立地に生育してい

　る二次林。同じカンパ属B8彦Z‘伽のダケカンバの優冒する二次林はダケカンバ，オオイタヤメ

　イゲツ，ネコシデなどにより特徴づけられ，海抜！，600mをこえるコケモモートウヒクラス域

　に分布している。

（5）群落分布：海抜1，300mから海抜1，700mにかけてのブナクラス域上部に生育域をもつ。静岡

　県下における生育地は赤石山系などに限られている。

⑥　群落動態：下木的にはシラカンバはタリーミズナラ群落などブナクラス域の二次林の構成種

　としても生育しているが，シラカンバの優占林分は，火入れが行なわれた比較的貧養立地の先
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　駆的二次林として成立することが多い。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenataeMiyawaki，OhbaetMurase！964

　　　　コナラーミズナラオーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　a11971

　　　　　イヌシデーコナラ群団　Carpino－Quercion　serratae

　　　　　　　　　　　　　　　Miyawald　et　al．1971

（8）群落特性：シラカンバは，ダケカンバとともに，美しい樹皮，樹形をなすため，ブナクラス

　域の集団施設，公園等に植栽されることが多い。シラカンバの単木的植栽は，樹勢も劣化する

　ことが多いため，低木類や草本植物がレンゲツツジーシラカンバ群集の構成種を中心に植栽さ

　れることが望ましい。

　　35．クり一ミズナラ群集およびクリーコナラ群集

　　　　Casta職eo・Quercetum　cripulaeHorikawaeもSasaki1959

　　　　undCastaneo・Quercetum　serratae　Ok：uto搬i，r塗suまietKodaira1976

（1）桐観：夏緑広葉樹の高木林，亜高木林。

②　群落形態：ブナクラス域を中心に生育域をもつ二次林。高さ！0mをこえる高木層にはコナラ，

　ミズナラ，クリ，ハウチワカエデなど夏緑広葉樹が林冠を形成し，林内には高木層構成種を始

　め，ミヤマガマズミ，ツノハシバミ，ダンコウバイ，アズキナシ，アオダモ，ウワミズザクラ，

　コシアブラなど多くの夏緑広葉樹が生育し，草本層にはスズタケ（ミヤコザサ）などササ類が

　高い七度を占めるている。ヤブツバキクラスの種はほとんど生育していない。

（3）群落区分：タリーミズナラ群集は，ミズナラ，ミヤマガマズミ，アズキナシ，ダケカンバ，

　ノリウツギ，コハウチワカエデ，ミヤマベニシダ，イタヤカエデ，スズダケなどの生育によっ

　て他の二次林から区分されている。一方，クリーコナラ群集は，コナラ，ガマズミ，コウヤボ

　ウキ，ノガリヤス，ニシキギ，コマユミ，ウリカエデ，ヤマザクラなどによって区分されてい

　る。

（4）立地条件：潜在自然植生がヤマボウシーブナ群集，バクウンボクーイヌブナ群落などブナク

　ラス域で最も発達する林分の生育地にみられる二次林である。

⑤　群落分布：タリーミズナラ群集は静岡県のブナクラス域上部に生育域をもつ二次林であり，

　クリーコナラ群集はブナクラス域の下部からヤブツバキクラス域の上部にかけて分布している。

　いずれの二次林も，静岡県下を始め日本各地のブナクラス域に広く分布している。

（6）群落動態：タリーミズナラ群集は，潜在自然植生であるヤマボウシーブナ群集と多くの共通

　種を有しており，クリーコナラ群集は，その立地の代表的潜在自然植生のバクウンボクーイヌ

　ブナ群落と共通種が多い。したがって，放置されれぽ，時閾の経過とともに自然植生へと遷移
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　していく。

（7）植物社会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenataeMiyawa1｛i，OhbaetMurase1964

　　　　コナラーミズナラオーーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　aL　1971

　　　　　イヌシデーコナラ群団　Carpino－Quercion　serratae

　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　aL　1971

（8）群落特性：自然植生ではないが，自然植生に準じた多層構造，豊かな種組成をもつ森林植生

　であるのがタリーミズナラ群集であり，クリーコナラ群集である。自然林の残存がきわめて限

　られている現在，これらの二次林が地域の豊かな緑として重要な意味をもっている。

　　36．クヌギーコナラ群集

　　　　Quercetum　acutissimo・serrataeMiyawaki1967
（1）相観：夏緑広葉樹の高木林，亜高木林。

②　群落形態：クヌギ，コナラ，クリなど夏緑広葉樹の優占している二次林。群落の高さは10～

　玉5mで，クヌギ，コナラ，クリを中心に，クマシデ，ミズキ，イヌシデなどを混じえる高木層，

　ガマズミ，コマユミ，ヤマコウバイ，イボタノキ，アズマネザサ，フジ，ツリバナ，カマツカ，

　サンショウ，ウツギ，オトコヨウツメ，ダンコウバイ，ネムノキなど夏緑広葉樹を中心にピサ

　カキ，チャノキなどヤブツバキクラスの．種（常緑広葉樹）を混じえる低木層およびアズマネザ

　サが高い被度，群度で生育していることの多い草本層からなり，出現種数は30～40種を数え

　る。

（3）群落区分：クヌギーコナラ群集は，クヌギ，ヤマコウバシ，シュンラン，リュウノウギク，

　イボタノキ，アズマネザサ，ネムノキなどの生育によって標微，区分される。天竜川沿いのコ

　ナラ林は，アベマキ，モチツツジなどを混生していることがあり，アベマキーコナラ群落とし

　て区分されることも少なくない。

（4）立地条件：クヌギーコナラ群集は，潜在自然植生がシラカシ群集となっている立地を中心に

　生育している二次林である，持続群落となるためには，頻度の高くない間伐等が行なわれなけ

　れぽならない。

（5）群落分布：クヌギーコナラ群集は，静岡県下のヤブツバキクラス域に広い面積を占めている

　コナラ林のまとまりである。関東地方を始め日本各・地のヤブツバキクラス域から報告がされて

　いる。

（6）群落動態：クヌギーコナラ群集は，時間の経過とともにシラカシ群集など常縁広葉樹の自然

　林へ遷移する。

（7＞植物社会学的位置
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　　　ブナクラス　Fagetea　crenataeMiyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　コナラーミズナラオーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

　　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　al．！971

　　　　　イヌシデーコナラ群団　Carpi無。－Quercion　serratae

　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　a1．1971

（8）群落特性：クヌギーコナラ群集は，シラカシなど常緑広葉樹の高木林を潜在自然植生として

　いる立地に生育している夏緑広葉樹の二次林であるが，低木層および草本層にはピサカキを始

　め多くの常緑広葉樹が生育しているのが一つの特徴となっている。

　　37．ヤマツツジーアカマツ群集他

　　　　Rhododendro・Pinetum　deRsif｝oraeSuz．・Tok．etUsui1952

（1）相観：常緑針葉樹の高木林。

（2）群落形態・：静岡県下に生育しているアカマツ林は，多くが植林であるが，一部は二次林であ

　り，一部は自然林である。いずれのアカマツ林であっても，亜高木，低木層にハゼノキ，ネジ

　キ，ヤマツツジ，リョウブなどを伴ない，華本層にススキ，オオアブラススキなどススキクラ

　スの草本植物が繁茂していることが多い。

（3）群落区分：静岡県に生育しているアカマツ林はモチツツジ，コバノミツバツツジ，ネザサな

　どにより標微，区分されるモチツツジーアカマツ群集とヤマツツジ，トウゴクミツバツツジ，

　アズマネザサなどにより標微，区分されるヤマツツジーアカマツ群集とが報告されている。

（4）立地条件：アカマツ林が自然植生として生育している立地は，花崩岩など酸性で乾燥しやす

　い向陽な立地に限られており，現存しているアカマツ林は，比較的乾燥しやすい立地に生毒し

　ている二次林あるいは植林である。

（5）群落分布；モチツツジーアカマツ群集は，天竜川沿岸など静岡県西部に分布しているのに対

　して，ヤマツツジーアカマツ群集は静岡県中央部から伊豆半島など簗部にかけて分布域をもつ

　ている。

（6）群落動態：花蕊岩を基盤とする立地などではトダシバーススキ群団は，クサギーアカメガシ

　ワ群団を経て，ヤマツツジーアカマツ群集などアカマツの二次林へと遷移していく。

（7）植物出会学的位置

　　　ブナクラス　Fagetea　crenataeMiyawalくi，OhbaetMurase！964

　　　　コナラーミズナラオーダー　Quercetalia　serrato－grosseserratae

　　　　　　　　　　　　　　　　　Miyawaki　et　a1．1971

　　　　　アォマッ群団　Piniorl　densifloraeSuz．一Tok．！966

（8）群落特性：ヤブツバキクラス域を代表する二次林は，ヤマツツジーアカマツ群集などアカマ

　ツ林と，クリーコナラ群集などコナラ林である。アカマツ林とコナラ林とは優占種が異ってい
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ることもあって相観に差が大きいが，種組成的比較を行なうと，ヤマウルシ，リョウブ，アズ

キナシ，クリ，リョウブ，ヤマツツジなど共通種が多い。

　　38．植　　林

　　　　Forsten

（1）相観：幼木が植栽されてからの年数，土地条件，気候条件，管理形態などに応じ，植生の高

　さに変動がある。植栽後数年という比較的新しい植林地は，ススキ草原の相観を呈している。

　下草刈りなどの管理が不十分であると，ススキ草原からニシキウツギ群落など有棘植物，夏緑

　の複葉植物，つる植物などから構成されるマント群落へ相観が移行していく。いずれにしても

　10年を経ずして，植栽された樹種が林冠を広く被ってくる。

②　群落形態：十分に生長している林分では，維持管理が行なわれたり，林内への光の侵入が不

　足していることもあって，木本植物の生育は限られている。相観上は，高木林であっても，高

　木第2層，低木層をまったく，あるいはほとんど欠いている林分となる。草本層は，林分によ

　る差異が多い。

（3）群落区分：静岡県下で植林として使用される樹種は，スギが最も多く，ヒノキ，サワラ，ア

　カマツ，クロマツ，カラマツで大部分が占められている。夏緑針葉樹のカラマツを除く，いず

　れの樹種も常緑針葉榿1である。また，植栽面積は少ないが，アベマキ，クヌギなどの夏緑広葉

　樹も，シイタケの原木として植栽利用されている。ニセアカシア，ヤシャブシなどは，いわゆ

　る早期緑化，緑化樹木として一時期各地で植栽された。その他小規模な植林として，富士山南

　斜面の海抜！，300m付近ではウラジロモミ植林，賀茂郡河津町ではクスノキ植林，伊東市では

　ユーカリ植林，周智郡春野町ではポプラ植林がある。

（4）立地条件：経済的な有用木としての利用が主な目的の植林では，樹木の生育条件の良い立地

　が最も望ましい。しかし，生育条件にめぐまれない立地ではアカマツなど樹種の選定をして植

　林されている。

（5＞群落分布：静岡県下では，沖積低地，海抜1，800m以上の亜高山，高山帯を除いた低地から

　山地にかけて広く植林地となっている。ヤブツバキクラス域では，斜而上部など比較的乾燥し

　やすい立地にアカマツ，斜面中部から下部にかけてスギ，ヒノキが植栽されていることが多い。

　ブナクラス域でもほぼ同様であるが，海抜1，100m付近から上部はカラマツの植林が多くみら

　れる。ニセアカシア，クロマツは太平洋に面した海岸砂丘地などに広く植栽されている。

（6）群落動態：穂林は，相観，種組成，群落構造いずれをとっても，多くの形の植分が含まれて

　いる。しかし，それらの植分のいずれもが，植栽樹種の生長に伴って変化を続けているもので

　あり，伐期がくれぽ伐採される，著しく動的な植民である。したがって，植栽後数年以内でス

　スキ草原などの相観を呈しているものを除き，植栽種によって，スギ植林，ヒノキ植林，アカ

　マツ植林，カラマツ植林などと区分される。
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（7）群落特性：クヌギ，コナラ，アベマキ，スダジイなど広葉樹を薪炭材として利用しなくなつ

　た，いわゆる燃料革命から20年近くたった現在，スギを中心とする植林地の面積の増大が著し

　い。静岡県下でも内陸の山地に入ると全山がスギ，ヒノキ，アカマツの植林地となっていると

　ころも少なくない。しかし，罷根筋から谷問まで，富養な土地から二二な土地まで，安定した

　立地から崩壊性の強い立地まで画一的に植林しても，あらゆる立地で十分な生産，生長は期待

　できない。立地条件の差異に応じた細かな植栽樹種の選定，立地保全も含め二次林，広葉樹の

　評価の見なおしがこれからの課題である。

　　39．竹　　林

　　　　8ambus－Restand

（1）相観：高さ！0mをこえるモウソウチク，マダケが純林あるいは2種の混生林を形成している。

（2）群落形態：モウソウチクあるいはマダケの生長は早く，数週間を経ないで10m以上の高木ま

　で達する。しかも地下系をはりめぐらして個体密度が高いため，林内の植物は，ヒナタイノコ

　ズチ，チャノキ，アマチャズル，ヤブラン，ヘクソカズラなどがわずかに生育しているにとどま

　っている。また，河辺には高さ数mのメダケが流水に沿って帯状に生育しているところがある。

（3）群落区：分：優占しているモウソウチク，マダケ，メダケなどによって区分されている。

（4）立地条件：モウソウチク，マダケなどは地下茎によって生育域を広げることもあって，水分

　条件にめぐまれている立地で，しかも停滞水を生じないなど比較的排水の良い土地でよく生育

　している。

（5）群落分布：モウソウチク，マゲケは，静岡県下はもとより全国のヤブツバキクラス域を中心

　に広い生育域をもっている。とくに，ヤブツバキクラス域で南～南西向の斜面中部以下に多く

　みられる。

⑥　群落動態：モウソウチク，マダケなどが高さ10m前後で厚く林冠を被っているため，排水が

　悪化するなど立地条件が改らない限り，持続群落を形成していることが多い。

（7）群落特性：約350年前に中羅はり伝えられたとされるモウソウチクは，北の北海道南部から

　El本各地に生育しており，食用となる筍を始めとして特有の材質をもつ稗はさまざまな用途に

　使；われている。

　　40．クサギーアカメガシワ群団

　　　　Clerodendπo需Mallotion　3aponicaeOh養）a1970

（1）相観：夏緑広葉樹の低木林。

（2）群落形態：高さ10磁以下の低木林で，クヌギ，アカメガシワ，エゴノキなど生長の著しく早

　い夏緑広葉樹を中心にハゼノキ，ヤマウルシ，カラスザンショウなど複葉あるいは有棘の夏緑

　広葉樹とアケビ，サルトリイバラ，ハンショウヅルなどつる植物などから構成されている。秋
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　季には各種果実や紅黄葉が特異の季観を呈する。出現種数は！0種前後から50種をこえることま

　である。相続的に同質であっても，林内構造，種組成は均一ではない。

（3）群落区分：クサギ，アカメガシワ，ヌルデ，ヤマグワ，ハゼノキ，ヤマウルシなどによって

　標徴，区分される。

（4）立地条件＝伐採後数年以上経過し，二次草原の生育によって立地が安定，復元した段階で生

　育することが多い。しかし，崩積地などでは，先駆的に，アカメガシワなどが群落を形成する

　ことも少なくない。

（5）群落分布：ヤブツパキクラス域からブナクラス域にかけて分布しており，個々の植分は小面

　積であることが多い。しかも遷移の途中相のため，河川沿いなどを除いて，持続群落をなすこ

　とが少ない。

（6）群落動態：クサギーアカメガシワ群団の生育は，高さが5m前後ではあるが林冠をうっべい

　して森林を形成しているため，タリーミズナラ群集，クリーコナラ群集，クヌギーコナラ群集

　など二次林の構成種が侵入しやすい。順次，クリ，ミズナラなどの優占する亜高木林，高木林

　へと遷移していく。

（7）植物社会学的位置

　　　上級単位未定

（8）群落特性：クヌギーアカメガシワ群団はトダシバーススキ群団など二次草原とクリーコナラ

　群集を始めとする本格的な二次林との移行相でもある。したがって，道路法面などで，木本植

　物の早期侵入をうながし，斜而の安定をはかるため，クサギーアカメガシワ群団の種の利用も

　考察されて良い。

　　引．センダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集

　　　　Saussureo・Alnetum　hirtellae（Usui　1955）em．　Ohba　et　Sugawara　1997

（！）相観：夏緑低木林。

（2）群落形態＝河川沿いや比較的新しい崩積地に生育する自然植生から伐跡数年目に成立するマ

　ント群落，二次林まで含まれる夏緑の複葉木本植物，有棘植物，つる植物などの低木林である。

　ハゼノキ，ヤマウルシ，ヌルデ，ヤマブキ，ウツギ，カラスザンショウ，ニガイチゴ，モミジ

　イチゴ，トコロ，ハンショウヅル，　（クズ）などの植物が立地条件や人間活動の影響などの細

　かな差異に応じて優占している。

（3）群落区分：センダイトウヒレンーミヤマヤシャブシ群集はニシキウツギ，ハコネウツギ，ミ

　ヤマヤシャブシなどによって標微，区分される。またハコネウツギ，オオバヤシャブシを標徴

　種および区分種とするハコネウツギーオオパヤシャブシ群集も報告されている。

（4）立地条件：河辺に自然植生として生育している他に，二次林としてヤブツバキクラス域から

　ブナクラス域まで生育している。
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（5）群落分布：夏緑広葉樹のマント群落，低木一つる植物群落は，ヤブツバキクラス域からブナ

　クラス域まで広がっている。その大部分が代償植生である。

（6）群落動態：センダイウヒレンーミヤマヤシャブシ群集などの低木林の前の遷移段階の植生は，

　クズーカナムグラ群集を始め，ヤマブキ，シバヤナギ，クマイチゴ，クサイチゴなどつる植物

　やキイチゴ属R葡z‘∫の生育によって特徴づけられる。

（7）植物社会学的位置

　　　クラス未定

　　　　タ⇒ツギーヤシャブシオーダーWeigelo－Ahetalia　flrmae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ohba　et　Sugawara　1979

　　　　　ニシキウッギーヤシャブシ群団Weigelo－Alnion　firmae　Olユbaet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sugawara　1979

（8）群落特性：ニシキウツギ，ヤシャブシ，ハコネウツギなどマント群落の構成種は，法面緑化

　などに用いられている。

　　42．アズマネザサ群落，ネザサ群落他

　　　　PZθ励」αs∫ωs　c配πo－Gese1韮schafちPZ8励Zαsオ配s　dε8オεc肋s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ひαr．μα6θr）一Gese韮1schaft　u．　a．

（1）相観：ササ草原。

（2）群落形態：高さ0．5～2mの草丈を有しているアズマネザサ，ネザサ，アマギザサなど各種

　ササ類が優占している植生である。ササ類以外の構成種は，サルトリイバラ，ヘクソカズラ，

　スイカズラなどつる植物の常在度が高いが，特定群落と結びついている種はない。

（3）群落区分：優占しているササ類によってアズマネザサ群落，ネザサ群落，ハコネザサ群落，

　アマギザサ群落，トクガワザサ群落，ミヤコザサ群落，スズタケ群落などに区分される。

（4）立地条件：ヤブツバキクラス域では，土壌の堆積の少ない斜面，火入れが行なわれた立地な

　どにササ草原が成立しており，ブナクラス域では，山頂部を中心とする風衝作用の強い立地が

　ササ草原となっていることが多い。

（5）群落分布：ヤブツバキクラス域でも静岡県三部にアズマネザサ群落が生育し，西部にネザサ

　群落が生育している。ブナクラス域以上では，箱根外輪山の風衝地にハコネダケ群落，トクガ

　ワザサ群落，伊豆半島の天城一帯にアマギザサ群落，赤石山系にミヤコザサ群落，スズタケ群

　落が分布している。

⑥　群落動態：ヤブツバキクラス域を中心に分布しているアズマネザサ群落，ネザサ群落は，い

　ずれもトダシパーススキ群駈など二次草原とほぼ同位の遷移段階の植生であり，時間の経過と

　ともに木本植物が侵入し，クサギーアカメガシワ群団などに遷移していく。一方，ブナクラス

　域のハコネダケ群落，ミヤコザサ群落などササ草原の多くは風衝性の強い立地に成立しており，
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　持続群落を形成していることが多い。

（7）群落特性：高さ！．2mであってもササ類の繁茂は，他の植物の侵入を制限する要因となるこ

　とが多い。しかも根系をのばして生育域を広げているため，地上部を一，二度伐採した程度で

　は，他の植生へと移行しない場合が多い。

　　43，トダシバーススキ群団

　　　　Arundinello．Miscanthion　sineRsis（Suz．・Tok．etAbe1959）ex

　　　　Suganuma　1970

（1）相観：乾生二次草原。

（2）群落形態：静岡梁下で最も広い面積を占めている二次草原である。高さ2m以下で植被率は

　高く，ススキ，トダシバ，ワラビ，ノアザミ，ミツバツチグリ，オオアブラススキ，ツリガネ

　ニンジン，オトコエシ，ニガナ，アキノキリンソウ，シラヤマギクなど多くの種類の草本植物

　から構成されている。

（3）群落区：分：トダシバーススキ群団は，トダシバ，オオアブラススキ，シラヤマギク，アキノ

　キリンソウ，オミナエシ，ツリガネニンジン，ヤマハギ，ミツバツチグサ，オカトラノオ，オ

　トコヨモギ，チゴユリ，リンドウによって標微，区分されるススキ草原である。静岡県には西

　部のヤブツバキクラス域に分布しているネザサーススキ群集　Arundinario　pygmaeae－

　Miscanthetum　sinensis　Miyawaki　etItowユ974，東部のヤブツバキクラス域に分

　布しているアズマネザサーススキ群集Arundinario　chlno－Micanthetum　sin－

　ensis　Miyawaki　197！が幸艮告されており，ブナクラス域のススキ草原は箱根で・・コネダケ

　ーススキ群落，憲士でキバナカワラツバーススキ群落などの報告がある。

（4）立地条件：トダシバーススキ群団は，乾生から適湿な立地に生育している二次草原：であり，

　森林伐採後数年目の土地，新たな造成裸地，放棄地，採草地等などに生育域をもっている。

（5）群落分布：トダシバーススキ・群団に属している多くの植分は断片的，先駆的なものであるが，

　静岡県下のヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて広く現存している。

（6）群落動態：富士山ろくなどのように火入れ，採草，溶岩上で極端に貧養な立地など特殊な例

　を除くと個々の植分は持続することが少ない。遷移の途中相としての二次草原であることが多

　く，持続群落を形成することは少ない。

（7）植物社会学的位置

　　　ススキクラスMiscanthetea　sinensisMiyawakietOhba1970

　　　　ススキオーダーMiscanthetalia　sinensisMiyawakietOhba1970

（8）群落特性：かつて，民家の屋根をふくのに使用されたりしていたため，採草地としてススキ

　草原が維持管理されていた。現在では，遷移の途中相としてススキ草原が成立していることが

　多い。富士の山麓に広がる演習地のススキ草原はさまざまな要因から持続群落となっており，
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ススキ，カリヤスモドキ，トダシバなどイネ科植物を中心に50種近い出現種をみることも少な

くない。

　　44．シバ群団

　　　　Zoysion　japo且icaeSuz．一Toke毛Abe1959exSuganuma1970

（1）相観：放牧地回茎草原，シバ草原。

（2）群落形態：高さが5～10cmと草丈の低いシバを中心とする二次草原である。最も貧養乾生

　立地ではシバ1種しか生育しない。洋字，群度とも高く，シバがカーペット状に被っているシ

　バ草原であっても，スズメノヤサ，ニガナ，地回チヂメ，ヒメジョオン，オランダミミナグサ

　など10種をこえる出現種数をみることが少なくない。

（3）群落区分：シバ群団は，シバ，オオチドメ，ウマノアシガタ，スズメノヤサ，ミノボロスゲ，

　ニオイタチツボスミレなどの生育によって標微，区分される。

（4）立地条件：放牧，火入れ，週1回程度と頻度の高い刈り取り，あるいは公園などでたえず踏

　圧がかかっている立地に持続群落を形成している低茎草原がシバ草原である。静岡察下にも数

　多くあるゴルフ場のグリーンも，シバ群団として位置づけることができる。

（5）群落分布：小面積な植分も含めれば静岡県下の海岸砂丘からゴルフ場，そして海抜1，500m

　付近まで広く分布している。ススキ草原とともにシバ華原（シバ群［動は臼本の代表的な乾生

　貧～中養立地の二次草原であるといえる。

（6）群落動態：過度の放牧，刈り取りが行なわれたり，錯圧が加えられるとオオバコクラスの種

　が繁茂したり，裸地化する。一方，放置されたシバ群団は，より草丈の高いトダシバーススキ

　群団が野次侵入してきて，トダシバーススキ群団へと遷移していく。

⑦　植物社会学的位置

　　　ススキクラスMiscanthetea　sinensisMiyawakietOhba！970

　　　　シバスゲオーダー　Caricetalia　nervataeSuga無uma1966

⑧　群落特性：頻度の高い刈り取など環境圧がたえず加えられている立地に生育している二次草

　原である。放牧地は富士山麓，伊豆などに広がっており，カモガヤ，オオアワガエリ，オニウシ

　ノケグサなど種子の散布がされている土地では，これら外来牧草の優占する草地となっている。

　　45，ミチヤナギ群団

　　　　PoIygoRion　avicularis　japoRicaeMiyawaki1964
（1）相観：路上雑：草群落。

（2）群落形態：未舗装道路上，郊外の路端などにオオバコ，スズメノカタビラ，ミチヤナギ，ク

　サイ，カゼクサなど高さが数。磁～10cmと短茎の草ホ植物からなる群落である。植被率が80％

　をこえることは少なく，50％以下で小群状に生育している。
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（3）群落区分：オオバコを中心に，スズメノカタビラ，ミチヤナギ，クサイ，カゼクサ，ニワホ

　コリなどの生育によって標微，区分される。静岡県下ではカゼクサーオオバコ群集Eragro－

　stio　ferrugineae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977がミチヤナギ群団の

　植生として報告されている。

（4）立地条件：たえず人や車の往来によって踏圧を受けている立地。物理的に固められた立地で

　あり，極端な立地では裸地化している。

（5）群落分布：ミチヤナギ群団は臼本各地のヤブツバキクラス域からブナクラス域まで広く分布

　している。

（6）群落動態：往来が少くなり二三が軽減されるにしたがって，ヨモギなど路傍雑草群落（ヨモ

　ギクラス）の構成種が侵入し，ヨモギクラスへと遷移していく。

（7）植物社会学的位置

　　　オオバコクラス　Plantaginetea　majoris　Tx．etPrsg．1950

　　　　オオバコオーダー　Plantaginetalia　asiatecae　Miyawaki1964

（8）群落特性：ミチヤナギ群山の上級単位であるオオバコクラスの植生として，河辺や水田のあ

　ぜなど湿潤地のナガバキシギシーギシギシ群陥が静岡県下の各地でも生育している。

　　46．ヨモギクラス

　　　　Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972

（1）　相観：多年生草本植物群落

（2）群落形態＝ヨモギで代表される高さ30～60cmの草本植生である。自然植生としてのヨモギ

　クラスは河辺に限られており，現存するヨモギクラスの大部分は代償植生である。養分にめぐ

　まれた立地に三三広葉の草本植物を乱心に構成されている。

（3）群落区分：ヨモギ，イノコズチ，ヒナタイノコズチ，キンミズヒキなど好窒素生の草本植物

　によって区分されるヨモギクラスの植生としては，海岸の後背地などに生育しているハマダイ

　コン群集Raphanetum　raphanistroidis　Murakami！980，オニヤブマオウーハ

　マウド群集Boehmerio－Angehcetum　japonicae　MiyawakietOkuda1972，

　空地や路傍内アキノノゲシーカナムグラ群集Lactuco　indicae－Humuletum

　laponici　Okuda　1978，　河辺のカラメドハギーカワラケツメイ群集Lespedezo

　junceae－CassietumOkuda1978が報告されている。その他群集単位が決定されない

　i判〒月”白勺な縦〔ク｝ウよ多し・。

（4）立地条件：河辺や路傍，空地など有機質，とくに窒素分にめぐまれた立地。適湿からやや湿

　生地。

（5）群落分布二静岡県下はもちろんのこと日本各地のヤブツバキクラス域からブナクラス域にか

　けて広く分布しているが，個々の植分は小面積にとどまっている。
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（6）群落動態：定期的に冠水する立地であったり，たえずふまれたり，刈り取りが行なわれるこ

　とによって始めて持続群落を形成するのがヨモギクラスである。放置されれぽ，アカメガシワ，

　ヌルデ，ニシキウツギなど木本植物が侵入してくる。

（7）植物社会学的位置

　　　ヨモギクラス　Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　　ヨモギオーダー　Artemisietalia　principis　Miyawakiet　Okuda　1972

　　　　　カナムグラーヤブガラシ群団　Humulo－Caryation　Okuda1978

　　　　　チカラシバーヨモギ群団Penniseto・Artemis重on　prindpis　Okuda！978

　　　　　カワラバハコーヨモギ群団　Anaphalido－Artemision　priRcipis　Mi－

　　　　　　　　　　　　　　　　　yawak1　et　Okuda　1972

（8＞群落特性：河辺の自然草原であり，路傍，空地の雑草群落である。

　　47．ベニバナボqギクーダンドボロギク群集他

　　　　Crassocephalo　crepidioidis噛Erechtitetum　hieracifohae
　　　　Miyawaki　1972　u．　a．

（1）相観：伐採跡草本植物群落。

（2）群落形態：森林伐採跡地は，短期間で優占種，群落高などを変化させながら生長の早いさま

　ざまな草本植物，有棘または複葉の低木類，切り株からの再生・萌芽した木本類などが生育し

　てくる。伐採跡地に，最初に侵入してくる植物は，ヤブツバキクラス域ではムカシヨモギ属

　乃’忽8ヂ0πのヒメジョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクを始め，ベニバナボμギク，

　ダンドボロギク，オニタビラコなど，ブナクラス域ではヤナギラン，ムカシヨモギ属．E痒g6r伽，

　ヨモギ属Ar勧π癖αなどいずれも草本植物である。

③　群落区：分：ヤブツバキクラス域の伐採跡地雑草群落はベニバナボロギク，ダンドロギクを標

　徴，区分種とするベニバナボロギクーダンドボロギク群集にまとめられている。一方，ブナク

　ラス域ではヤナギランを区分種とするヤナギラン群落としてまとめられている。

（4）立地条件：これら伐採跡地に，キク科植物を中心とする草本植物が繁茂するのは，一時的に

　地下水の上昇を伴なう富栄養立地化するためである。しかし，雨などによって表層の有機質の

　流出前に限られており，貧養立地化が短期間のうちにおこる。

（5）群落分布：ヤブツバキクラス域の伐採跡地に一時的に分布しているのがベニバナボロギター

　ダンドボロ群集であり，ブナクラス域ではヤナギラン群落となっている。

（6）群落動態：同じ伐採跡地でも伐採の時期，潜在自然植生，火入れの有無などによって，さま

　ざまな相観を示す植生が生育している。

⑦　植物社会学的位置

　　　上級単位未定
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（8）群落特性：伐採跡地の植生は，最：も先駆的な草本植生としてベニバナボロギクーダンドボロ

　ギク群集，ヤナギラン群落が生育しているが，他にクマイチゴ，クサイチゴなどキイチゴ属

　RzめZ‘5が繁茂したり，クサギーアカメガシワ群団の種を中心とする低木一つる植物群落が成

　立するなど多彩である。

　　48．カラスビシャクーニシキソウ群集他

　　　　1）iRellio　ternatae・Euphorbietum　pseudochamaesycis
　　　　Miyawaki　1969　u．　a．

（1）相観：畑耕作地雑草群落。

（2）群落形態：収穫を目的とする農作物の栽培のために，耕起，施肥，除草など集約管理下にあ

　る耕作畑地には，ハコベ，シロザ，カヤツリグサなど好窒素性の短期1年生草本植物が生育し

　ている。集約管理の状態，季節などによって植被率，種組成などに変化がみられる。

（3）群落区分：静岡県下の畑作耕地雑草群落1ま，大部分がカラスビシャクーニシキソウ群集およ

　びその断片的植分である。カラスビシャクーニシキソウ群集は，カラスビシャク，オオニワホ

　コリ，ニシキソウ，ノボロギク，ホトケノザ，ノゲシを標三種，区分種とする。また，磐田市

　ではウリクサ，コミカンソウにより区：分されるコミカンソウーウリクサ群集Phyllantho－

　urinariae．Lindernietum　crustaceae　Miyawaki！969の植生調査資料が得ら

　れている（宮脇他未発表）。静岡県下でもブナクラス域上部は，ナギナタコウジュ，タニソバ

　によって標徴，区分されるナギナタコウジューハチジョウナ群集Elsholtzio　ciliatae－

　Sonchietum　brachyotidisMiyawaki1969の生育地となっている。

（4）立地条件：カラスビシャクーニシキソウ群集など好窒素性の短期1年生草本植物群落は，耕

　作畑地という集約管理下に成立している。耕起，施肥，除草など人間活動の影響が頻度高く加

　えられているために，広域的に区分される群集単位にまとめられている。

（5）群落分布：静岡県下の耕作畑地はヤブツバキクラス域からブナクラス域にかけて広く分布し

　ている。断片的植分も多いが，カラスビシャクーニシキソウ群集は，ヤブツバキクラス域から

　ブナクラス域にかけての耕作畑地に生育しており，ナギナタコウジューハチジョウナ群集は海

　抜1，000mをこえるブナクラス域に分布している。

（6）群落動態：耕作畑地は，集約的な管理が除かれると草丈が0．5～lmに達する高茎のヒメジ

　ョオン，ヒメムカシヨモギ，オオアレチノギクなどムカシヨモギ属E擁g8roπ，ヨモギなどヨ

　モギ属．47物π蹴αが高被度で繁茂する。この群落は，耕作放棄畑地雑草群落としてのヒメム

　カシヨモギーオオアレチノギク群落などと報告されている。

（7）植物社会学的位置

　　　シロザクラス　Chenopodietea　Br．一B1．！95！

　　　　ツユクサオーダー　Commelinetalia　communis　Miyawaki1969
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　　　　　カヤツリグサーザクロソウ群団Cypero－Mollugiaion　strictae

　　　　　Miyawaki　l969

（8）群落特性：季節的消長のみられる短期1年生草本植物を中心とする群落であり，植分によっ

　て優占種，出現種数などに変化が多い群落である。

　　49．ウリカワーコナギ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン群集他

　　　　Sagittario・M：onochorietumMiyawaki1960

　　　　　　　SteHario－Ranu系。“letum　eantoniensisMiyawakietOkuda
　　　　　　　lgr72　u．　往．

（1）相観：水田雑草群落。

（2）群落形態：水田耕作地にイネとともに生育，繁茂している雑草群落である。

③　群落区：分：水田に生育する雑草群落は，イネの生育とともに生長する夏季水田雑草群落と秋

　季に水を落してから翌春耕起されるまでの休耕期間に生育する冬季あるいは春季雑草群落とが

　ある。前者はウリカワ，アギナシ，オオアブノメ，ナガパスブタ，コナギなどにより特徴づけ

　られるウゾカワーコナギ群集であり，後老はスズメノテッポウ，レンゲ，タネツケバナ，ノミ

　ノフスマ，カズノコグサなどの生育によって特徴づけられるノミノフスマーケキツネノボタン

　群集およびタガラシによって区分されるスズメノテッポウータガラシ群集である。

（4）立地条件：水田耕作地は，毎春定期的に耕起し，湛水，施肥，除草など集約的管理を行い，

　イネの栽培が行なわれている。

（5）群落分布：静岡県下の沖積低地から河川に沿って山問にかけて十分な水分供給が可能な土地

　の多くが水田として利用されており，それに応じて水田雑草群落の生育地も広がっている。

（6）群落動態：イネの刈取りや水を落した秋季から春季にかけてや，田植え後でしぼらく乾燥状

　態がつづくとタウコギ群団Bidentionが生育し，盛夏で短期的に乾燥した砂礫土上ではア

　ゼナ群団Na獄ocyperionが生育し，施肥後水をはった欝養な停滞水にはウキクサクラス

　Lemneteaがみられる。また，ヒルムシロクラスやヨシクラスの種の生育をみることも少

　なくない。放置されると比較的短期間にミゾソバ群集などに遷移していく。

（7）植物社会学的位置

　　　イネクラス　Oryzetea　sadvaeMi跨waki1960

　　　　タマガヤツリーイヌビエオーダー　Cypero－Echinoloetalia　oryzoidis

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bo16s　et　Masclans　1955

　　　　　イネーイヌビエ群鰯　Oryzo－Echinochloion　oryzo量disBo16set

　　　　　　　　　　　　　　Mascla無s！955

　　　　　　コナギ群集群Monochorie℃um　vaginalis　Ass。一GrupPe

　　　タウコギクラス　Bidentetea　tr玉partitae　Tx．，Loh胆．etPrsg．1950
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　　　　タウコギオーダー　Bidentetalia　tripartitaeBr．一BLexTx．1943

　　　　　スズメノテッポウ群団　Alopecurion　amurensis　Miyawaki　et　O1｛uda／972

（8）群落特性：耕作畑地と同様に，水田は目的とするイネの栽培にとって最も良好な環境へと集

　約的な管理が要求されており，ウリカワーコナギ群集，ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　は，季節的に変化していく立地条件に応じて消長をくり返している。

　　50。ニワホコり一イヌビエ群落他

　　　　Erαgros麗s　Jπ配κεcαzε琵s－Ec1Lεπoc配。αcr配s・gαZ麗一Gesellschaft　u．　a．

（1）相観：造成地1年生雑草群落。

（2）群落形態：比較的新しい造成地，埋立地には，先駆的に，イヌビエ，ホウキギク，ケアリタ

　ソウ，コウゾリナ，ギョウギシバなどさまざまな草本植物が生育している。出現種の多くは1

　年生草本植物である。

（3）群落区分：群落規定されている植生は少なく，宮脇他（1980）は，ニワホコリを区分種とす

　るニワホコリーイヌビエ群落，ホウキギク，ケアリタソウ，オオアレチノギク，スベリヒユ，

　コウボウシバを区分種とするホウキギクーケアリタソウ群落，ツルマメを区分種とするツルマ

　メ群落を報告している。

（4）立地条件：造成地，埋立地は，有機質の堆積もあまりみられない貧養な立地であり，風が吹

　けぽ表層の土や砂が移動しやすく，またEl較差が大きい不安定な立地であるため，生育出来る

　植物も限られている。

（5）群落分布：路傍，路．L，空地などに生育している雑草群落，河辺の先駆的草本植物群落と同

　一また同質立地の植物群落であることが多く，主にヤブツバキクラス域に小而積みられる。

（6）群落動態：海岸の埋立て地では，ホウキギクやハマアカザなど耐塩性のある多肉質の草本植

　物などの侵入に始まり，立地の安定，土壌の堆積とともに，ススキクラスの種などの生育地と

　なってくる。

（7）植物祉会学的位置

　　　上級単位未決定

（8）群落特性：持続群落をなすことが少なく，また群集規定にいたらない断片的植分であること

　が多いが，埋立地，造成地という立地条件に対応した群落の生育地となっている。
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兎麗．

瀬懸…

　Fig．1　富士山の海抜2，400　m付近のフジハタザオーオンタデ群集

Spa，1i、h・。・k・m狙・・d・・A・・bid・一P・1yg…t・mw・y・i・hii－alpi・i

auf　dem　Mt．　Fuli（2，400狙a．　NN）．

翻
懸，

雛i・

欝

欝馨鞭．

発
　　蓼鐵難灘

難灘
Fig．2　手前がシナノキンバイーミヤマキンポウゲ群団，後背がミヤマハ

　　　　ンノキーダケカンバ群集（海抜2，400m付近）
S。b。lpi。，　H。ch・t・・d・n　m三t　T・・11i・一R…n・uli・・（・・…）und　Al・・一

Betuletum　ermaniiaisHintergrund（BergSenmaidakeca2，400m員．NN，

S銭d・Japanischen　Alpin－Zone），
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灘・

嬢磁

。轟轟議

藩露繍携

　Fig．3　シラビソ，コメツガ，オオシラビソなど常緑錯葉樹を中心にネコ

　　　　　シデ，ダケカンバなど夏緑広葉樹を混生するシラビソ一縷オシラ

　　　　　ビソ群集（千枚小屋より荒川岳山頂を望む，海抜2，200m付近）。

Abietetum　veitchio－mariesiimitBetula　ermanii，B．corylifolia
（Berg　Arakawaclake，　ca　2，200m廿．　NN）．

臨
　　響、

・伽

疑滋

…沸．

講 醜脚継鱗

　　・讐
　　嵐淋

撃轡∵

灘
　訂瞳了

㌦冷肉

、驚

離彦

〉警
　　製
實欝翼

馨．

繕灘i

Fig。4　コヶモモートゥヒクラス域を代表するシラビソーオオシラビソ群

　　　　集（富士市，海抜2，100m）

　　Abietetum　veitchio．rnaries1i（Mt．Fuji，2，100mU．NN）．
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　　　　　Fig．5　潜在自然植生をヰr心に植栽され，復元されたふるさとの

　　　　　　　　　森（静岡霧柚木，護国神社）。

Nach　40づahrigcnalten　Pflanzung　aeue　gescllaffener　Heilnatwalcl　mit　standor亀sgelnaBen

Lorbeerwaldarten（Go1《okuji　Shintoshre量n，　Stadt　Shizuoka）．

・卿ゲ〆1焦

　　　　　　　　　　　④

腕．∵詠藩鳶饗晒癒瞬ご欝蟻恋敵犠競艇、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぽ　ゆゆサゆゆへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糎兜墜欝『二二　　　　　　　　　　　　　　炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　唇　ツ7〈　　　、‘r　　r

Fig．6　ハマグルマーコウボウムギ群集の生育している太田川河口付近

　　　　　の海岸砂丘（福田町）。

K員stendUnenVegetationmit　Wedeho－Caricetumkobomugi　allder
Flu〔3milndung　Ota（Fukuda－machi）．



70

　Fig．7　i重i然林のミミズバィースダジイ群集が残存する浜岡町比木賀茂神社

Alsna亡荘rhcherBestanderhaltenesSymploco．Castanopsietum　sieboldii
（Shintoshreln　Hiki－1（amo，20m　U．　NN，　Hamaoka・cho）．
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　　　　Fig。8　限られた緑しかみられない静岡市内。

Nur　noch　beschren1くte‘‘Begrt玉nung噸’erlユaitenes　stadtinnere　Shizuoka　mlt

Eragrosto－Piantagineto・Sigmetum．


